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1入札方式



				見積金額		入札方式

				7.4億円以上		一般競争入札（政府調達協定適用）
(H28.1.25　財務省告示)

				0.5億円以上 ～ 7.4億円未満		一般競争入札（拡大）
(H19.3.30　国港総第1098号【改正】)

				0.5億円未満		原則として一般競争入札（試行）←（通達上、工事希望型）
(H19.3.30　国港総第1099号、国港建第250号【改正】)





ランク運用

				（億円） オクエン		港湾土木工事・港湾等しゅんせつ工事 コウワン ドボク コウジ コウワン トウ コウジ

						Ａ

				3.0

						Ａ＋Ｂ又はＢ マタ

				2.5

												Ｂ＋Ａ又はＡ マタ

				2.0

						Ｂ

				1.1

						Ｂ＋Ｃ又はＣ マタ

				0.9

												Ｃ＋Ｂ又はＢ マタ

				0.7

						Ｃ



						Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ		Ⅵ

						（技術的難易度）

				（億円） オクエン		建築工事 ケンチク コウジ

										Ｂ

				4.5

						Ｂ＋Ｃ
又はＣ

				2.5



				3.0

										Ｃ＋Ｂ又はＢ マタ

				2.0

						Ｃ

				0.6

						Ｄ



						Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ		Ⅵ

						（技術的難易度）

				（億円） オクエン		電気設備工事及び暖冷房衛生設備工事 デンキ セツビ コウジ オヨ ダン レイボウ エイセイ セツビ コウジ

										Ａ

				3.0

						Ａ＋Ｂ
又はＢ





				2.0

												Ｂ＋Ａ又はＡ

				1.5

						Ｂ

				0.5

						Ｃ



						Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ		Ⅵ

						（技術的難易度）





ＪＶ

										（億円） オクエン



																		混　合
（単体、２社ＪＶ又は
　　　３社ＪＶ［複数工種］）



																								 15億円 オクエン

												混　合
（単体、２社ＪＶ）



				空港等土木、港湾土木、浚渫
：７億円（注２）

空港等舗装、港湾等鋼構造物、建築　　　　  　　　　　　　　　：５億円　　　　　　　　　　 エン エン



												単体有資格業者











												Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ		Ⅵ

												（技術的難易度）







難易度表

		7										※１		※２		※３

								工事規模（予定価格　単位：億円） コウジ キボ ヨテイ カカク タンイ オクエン		本官 ホンカン		WTO		WTO		WTO













																		7.4



		6

																								※





												A









														A

		5













																A





		4



















		3





												2.5						2.5













		2

										分任官 ブン ニンカン		B









														1.2





												0.9

		1

														B

												C



														0.5		0.37



														C

																B

																		0.0





																				Ⅰ		Ⅱ		Ⅲ		Ⅳ		Ⅴ		Ⅵ

																				工事技術的難易度 コウジ ギジュツテキ ナンイド

								※１　港湾土木工事、港湾等しゅんせつ工事、空港等土木工事 コウワン ドボク コウジ コウワン トウ コウジ クウコウ トウ ドボク コウジ

								※２　空港等舗装工事 クウコウ トウ ホソウ コウジ

								※３　港湾等鋼構造物工事 コウワン トウ コウ コウゾウブツ コウジ



技術提案評価Ｓ型又はＡ型

施工能力評価Ⅱ型

施工能力評価Ⅰ型

技術提案評価Ｓ型



Sheet1

						技術提案評価型（Ａ型）												技術提案評価型（Ａ型）



						総合評価対象70（50）		段階選抜対象 40or60										総合評価対象70（50）				段階選抜対象 40or60

						技術提案		簡易な
技術提案※		企業の
能力等		技術者の
能力等						技術提案				簡易な
技術提案※		企業の
能力等		技術者の
能力等



						70（50）		20		20		20						70（50）				20		20		20



						技術提案評価型（Ｓ型・WTO）
												技術提案評価型（Ｓ型・WTO）




						総合評価対象60		※段階選抜対象 30										総合評価対象60				※段階選抜対象 30

						技術提案		企業の
能力等		技術者の
能力等								技術提案				企業の
能力等		技術者の
能力等



						60		15		15								60				15		15



						技術提案評価型（Ｓ型・非WTO）




						総合評価対象50（40）

						技術提案		企業の
能力等		技術者の
能力等		地域精通度・貢献度



						30（20）		8		8		4



						技術提案評価型（Ｓ型・非WTO・ﾁｬﾚﾝｼﾞ型）




						総合評価対象40（30）

						技術提案		企業の
能力等		技術者の
能力等



						30（20）		5		5



						施工能力評価型（Ⅰ型・施工計画重視型）



						総合評価対象 40（30）

						施工計画		企業の
能力等		技術者の
能力等		地域精通度・貢献度



						20（15）		8（6）		8（6）		4（3）



						施工能力評価型（Ⅰ型）



						総合評価対象 40（30）

						施工計画
（可か不可のみを評価） カ フカ ヒョウカ		企業の
能力等		技術者の
能力等		地域精通度・貢献度



								16（12）		16（12）		8（6）



						施工能力評価型（Ⅱ型）



								総合評価対象 40（30）

								企業の
能力等		技術者の
能力等		地域精通度・貢献度



								16（12）		16（12）		8（6）
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港湾５工種（通常版）



				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン								配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年又は10年間に完了した当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]						平均点80点以上		3.0点				3.0点				3.0点		3.0点

												平均点78点以上80点未満		2.5点								2.5点

												平均点76点以上78点未満		2.0点								2.0点

												平均点74点以上76点未満		1.5点								1.5点

												平均点72点以上74点未満		1.0点								1.0点

												平均点70点以上72点未満		0.5点								0.5点

												平均点70点未満又は過去10年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点								0.0点

												過去２年間の平均点が65点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク								欠格 ケッカク



				表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の優良工事表彰、安全工事表彰、又はその他表彰[過去３年間]
（注２）（注５）（注６）（注7） チュウ チュウ						優良工事表彰（局長表彰）あり		1.0点				1.0点				1.0点		1.0点

												優良工事表彰（事務所長表彰）、安全工事表彰又はその他表彰あり マタ		0.5点								0.5点

												表彰なし		0.0点								0.0点

				技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注８） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注９） シカク チュウ		1.0点				1.0点				1.0点		1.0点

												若手技術者を専任配置		0.5点								0.5点

												若手技術者を専任配置なし		0.0点								0.0点

				作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点				1.0点				-		-

												持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点								-

												いずれの作業船も保有していない		0.0点								-

						上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注１０） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点				0.5点				-		-

												いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点								-

				企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①								②

												換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.0								a=②×8.0／7.5



												評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ								配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点				2.5点		9.0点		2.5点		2.5点		8.5点		2.5点		2.5点		7.5点

												より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点								1.0点						1.0点

												同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点								0.0点						0.0点

				工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点				3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

												78点以上80点未満		2.5点								2.5点						2.5点

												76点以上78点未満		2.0点								2.0点						2.0点

												74点以上76点未満		1.5点								1.5点						1.5点

												72点以上74点未満		1.0点								1.0点						1.0点

												70点以上72点未満		0.5点								0.5点						0.5点

												70点未満		0.0点								0.0点						0.0点

												65点未満		欠格 ケッカク								欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

				表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点				1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

												表彰なし		0.0点								0.0点						0.0点

				保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注１１） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点				1.5点				-		1.0点				-		-

												１資格保有		1.0点								1.0点						-

												資格なし		0.0点								0.0点						-

				継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注１２） タンイ チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点				1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

												加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点								0.5点						0.5点

												加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点								0.0点						0.0点

				技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③								④						⑤

												換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/9.0								b=④×8.0/8.5						b=⑤×8.0/7.5



												評価基準		配点 ハイテン										総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１３）（注１４） チュウ						表彰あり		2.0点				2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

												協定あり		1.0点

												表彰・協定なし		0.0点										施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

				ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１３）（注１４） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点				1.0点

												表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点										施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

				管内実績		H14.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１３）						当該区域における施工実績あり（注１５） チュウ		1.0点				1.0点

												管内における施工実績あり		0.5点										技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

												実績なし		0.0点										※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

				地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

												換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





																				配点 ハイテン				（注１６） チュウ

				安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。														-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

				不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止を受けた企業、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。														-2.0点

				工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。														-1.5点

						中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。														-1.5点

																				e













































港湾５工種 (試行 技術者地域実績を評価)

				別紙　評価基準表【港湾５工種 ：技術者の地域実績評価あり】 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ コウワン コウシュ ヒョウカ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（作業船評価あり） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ						配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		9.0点		2.5点		2.5点		7.5点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点						0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年又は10年間に完了した当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４） チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点						2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点						2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点						1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点						1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点						0.5点

														平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点						0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の優良工事表彰、安全工事表彰、又はその他表彰[過去３年間]
（注２）（注５）（注６）（注7） チュウ チュウ						優良工事表彰（局長表彰）あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														優良工事表彰（事務所長表彰）、安全工事表彰、又はその他表彰あり		0.5点						0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注８） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注９） シカク チュウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点						0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点						0.0点

						作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点				-		-

														持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点						-

														いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

								上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注１０） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点				-		-

														いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①						②

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.0						a=②×8.0／7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		11.0点		2.5点		2.5点		10.5点		2.5点		2.5点		9.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点						2.5点						2.5点

														76点以上78点未満		2.0点						2.0点						2.0点

														74点以上76点未満		1.5点						1.5点						1.5点

														72点以上74点未満		1.0点						1.0点						1.0点

														70点以上72点未満		0.5点						0.5点						0.5点

														70点未満		0.0点						0.0点						0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注１１） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点		1.5点				-		1.0点				-		-

														１資格保有		1.0点						1.0点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注１２） チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点						0.0点						0.0点

						地域実績 チイキ ジッセキ		当該エリアにおける過去4年間の工事実績（注１３） チュウ						当該エリアにおいて、3件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.0点		2.0点				2.0点		2.0点				2.0点		2.0点

														当該エリアにおいて、1件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事、または、当該エリアにおいて、3件以上の工事で、担当技術者として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														当該エリアにおいて、3件未満の工事で担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③						④						⑤

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/11.0						b=④×8.0/10.5						b=⑤×8.0/9.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１４）（注１５） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１４）（注１５） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H14.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１４）						当該区域における施工実績あり（注１６） チュウ		1.0点		1.0点

														管内における施工実績あり		0.5点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

														実績なし		0.0点								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				（注１７） チュウ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止を受けた企業、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）過去５年間に完了した当該工種の工事実績がある場合は、過去５年間の平均評定点で評価し、ない場合は過去１０年間の平均評定点で評価する。なお、過去１０年間の平均評定点を適用する場合、
　　　　記載の配点に０．５を乗じた値を工事成績の評価点とする。 チュウ

				（注４）「過去５年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H23～27年度、H29.6.1からはH24～28年度を指し、「過去１０年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H18～27年度、H29.6.1からはH19～28年度を指す。 チュウ

				（注５）「過去３年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H26～28年度、H28.8.1からはH27～29年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注６）その他表彰とは下請け表彰を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ サ

				（注７）優良工事表彰、その他表彰については、受賞した工事の工種に限り評価し、安全工事表彰は受賞した工事の工種に限らず全港湾５工種工事で評価する。また、複数の表彰実績がある場合でも、
　　　　評価点が最大となる１表彰に限り評価する。 チュウ アンゼン コウジ ヒョウショウ カギ コウワン コウシュ コウジ ヒョウカ

				（注８）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注９）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注１０）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、
　　　　　基準を満足していないものとみなす。

				（注１１）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１２）推奨単位に優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準単位とする。 スイショウ タンイ ショウメイ ショルイ バアイ タンイ

				（注１３）当該エリアは愛知県、三重県、静岡県とし、工事は、公共工事（自治体含む）・民間工事両方を対象とし、港湾関係か否かを問わない。また、元下問わず、１，０００万円以上の工事を対象とする。

				（注１４）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１５）「過去５年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H24～28年度、H29.8.1からはH25～29年度を指す。 チュウ

				（注１６）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。

				（注１７）JVで申請があった場合、各社の加算点にJVの出資割合を乗じた値の全社の合計値を評価対象の加算点とする。









港湾５工種（チャレンジ型）

				別紙　評価基準表【港湾５工種 ：チャレンジ型】 コウワン コウ タネ カタ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		4.0点		4.0点		5.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注２） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注３） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		3.0点		3.0点		5.0点		3.0点		3.0点		4.5点		3.0点		3.0点		4.0点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注４） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.0点		1.0点				-		0.5点				-		-

														１資格保有		0.5点						0.5点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注５） チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		②						③						④

														換算点b (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		b=②×5.0/5.0						b=③×5.0/4.5						b=④×5.0/4.0



				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:c カサン テン ショウケイ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				チャレンジ型 ガタ						(a+b)×10/10

						不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止を受けた企業、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				※加算点小計cは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点				（注６） チュウ

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点				加算点合計＝加算点小計c＋工事信頼度等小計d カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

				工事信頼度等小計 ショウケイ																d



				「評価対象資格数」については別記条件書による。 ヒョウカ タイショウ シカク スウ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注３）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注４）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注５）推奨単位に優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準単位とする。 スイショウ タンイ ユウリョウ ヒョウジュン ワ ダンタイ ショウメイ ショルイ バアイ ヒョウジュン タンイ

				（注６）JVで申請があった場合、各社の加算点にJVの出資割合を乗じた値の全社の合計値を評価対象の加算点とする。



【機密性２情報】		




港湾５工種以外

				別紙　評価基準表【港湾５工種以外】 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ コウワン コウシュ イガイ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		7.5点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年又は10年間に完了した当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４） チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点

														平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰、安全工事表彰、又はその他表彰[過去３年間]
（注２）（注５）（注６）（注7）						優良工事表彰（局長表彰）あり		1.0点		1.0点

														優良工事表彰（事務所長表彰）、安全工事表彰、又はその他表彰あり		0.5点

														表彰なし		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注８） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注９） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		7.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点

														76点以上78点未満		2.0点

														74点以上76点未満		1.5点

														72点以上74点未満		1.0点

														70点以上72点未満		0.5点

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点

						継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注１０） チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点

														加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１１）（注１２） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１１）（注１２） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H14.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内の施工実績（注１３）						管内における施工実績あり カンナイ		1.0点		1.0点

														実績なし		0.0点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				（注１４） チュウ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止を受けた企業、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「総合評価の方式」については別記条件書による。 ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）過去５年間に完了した当該工種の工事実績がある場合は、過去５年間の平均評定点で評価し、ない場合は過去１０年間の平均評定点で評価する。なお、過去１０年間の平均評定点を適用する場合、
　　　　記載の配点に０．５を乗じた値を工事成績の評価点とする。 チュウ

				（注４）「過去５年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H23～27年度、H29.6.1からはH24～28年度を指し、「過去１０年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H18～27年度、H29.6.1からはH19～28年度を指す。 チュウ

				（注５）「過去３年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H26～28年度、H28.8.1からはH27～29年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注６）その他表彰とは下請け表彰を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ サ

				（注７）複数の表彰実績がある場合でも、評価点が最大となる１表彰に限り評価する。 チュウ

				（注８）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注９）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注１０）推奨単位に優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準単位とする。 スイショウ タンイ ユウリョウ ヒョウジュン ワ ダンタイ ショウメイ ショルイ バアイ ヒョウジュン タンイ

				（注１１）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１２）「過去５年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H24～28年度、H29.8.1からはH25～29年度を指す。 チュウ

				（注１３）「中部地方整備局管内」とは、愛知、岐阜、三重、静岡、長野県南部、各県内の工事を指す。

				（注１４）JVで申請があった場合、各社の加算点にJVの出資割合を乗じた値の全社の合計値を評価対象の加算点とする。 シュッシ ワリアイ ジョウ アタイ ゼンシャ ゴウケイチ ヒョウカ タイショウ カサン テン









WLB段階選抜

				別紙　評価基準表【WTO　段階選抜（WLB試行）】 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ ダンカイ センバツ シコウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		8.0点		8.0点		15.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去5年間又は10年に完了したの当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４）（注５） マタ ネン カンリョウ コウジ チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		6.0点		6.0点

														平均点78点以上80点未満		5.0点

														平均点76点以上78点未満		4.0点

														平均点74点以上76点未満		3.0点

														平均点72点以上74点未満		2.0点

														平均点70点以上72点未満		1.0点

														平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						ワークライフバランス推進企業 スイシン キギョウ								次に示すいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等
（えるぼし認定企業等）（注６）
・次世代法に基づく認定
（くるみん・プラチナくるみん認定企業）（注７）
・若者雇用促進法に基づく認定
（ユースエール認定企業）（注８） チュウ チュウ チュウ		1.0点		1.0点

														認定を受けていない ニンテイ ウ		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計：a ショウケイ



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		9.0点		9.0点		15.0点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		4.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		6.0点		6.0点

														78点以上80点未満		5.0点

														76点以上78点未満		4.0点

														74点以上76点未満		3.0点

														72点以上74点未満		2.0点

														70点以上72点未満		1.0点

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計：b



						加算点合計＝小計a＋小計b　（注９） カサン テン ゴウケイ ショウケイ ショウケイ チュウ



				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当
　　　　する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務
　　　　所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年間に完了した当該工種の工事実績がない場合、
　　　　10年間の平均評定点を適用する。 チュウブ チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ カコ ネンカン カンリョウ トウガイ コウ タネ コウジ ジッセキ バアイ ネンカン ヘイキン ヒョウテイ テン テキヨウ

				（注４）「過去５年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H23～27年度、H29.6.1からはH24～28年度を指し、
　　　　「過去１０年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H18～27年度、H29.6.1からはH19～28年度を指す。 チュウ

				（注５）10年間の平均評定点を適用する場合、記載の配点に0.5を乗じた値を工事成績の評価点とする。 チュウ

				（注６）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成27年法律第64号）第9条に基づく基準に適合するものと
　　　　認定された企業（労働時間等の働き方に係る基準は満たすものに限る。）又は同法第８条に基づく一般事業主行
　　　　動計画（計画期間が満了していないものに限る。）を策定している企業（常時雇用する労働者の数が300人以下の
　　　　ものに限る。）という。 チュウ

				（注７）次世代育成支援対策推進法（平成15年法律第120号）第13条又は第15条の2に基づく基準に適合するものと認
　　　　定された企業をいう。 チュウ

				（注８）青少年の雇用の促進等に関する法律（昭和45年法律第98号）第15条に基づく基準に適合するものと認定された
　　　　企業をいう。 チュウ

				（注９）JVで申請があった場合、各社の加算点合計の平均点をJVの加算点とする。 チュウ シンセイ バアイ カクシャ カサン テン ゴウケイ ヘイキン テン カサン テン
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【機密性２情報】		





3BEFE
OBE2FFDHZTIEDTHFAER/MNCSRRENIGE . RIELLTD,
OEF6A1HUBDOAERLY ., BESERXIF10FEOREEELNYEDSL,
1) 38 2= 5 5 fie]
R01.6.1~R02.5.31F T H26~30FEICHITHAIERMENDFH
R02.6.1~R03.5.31FE T H27~RO1FEIZHITHIEREDTFY
B 105 [H
R01.6.1~R02.5.31F T H21~30FEICHEITHAITEMEDFH
R02.6.1~R03.5.31F T H22~ROIFEIZHEITHITEMEDFH

ORI 52 TEDO T HETE K] O plifE Tl > R AR 100:ZRIE B LB XS FH
DIZEXREHY-TBEIOCFRDITEEEHY | -HBRI0OFHD T ERFEL DL
INMTOIZDFAHE LGB EQEBEHICHIO N EIMGE . HILIIREHDEG
& AR [HZTEDFEITERIDRHNH-TE. [ TEREE SO TIEA
REMALLEW IRESN-RAREF HRT —REDREZIToTVDH. TEEHED
BEICHI--TL, EEAFN . EAFENAENIERD L IRHITEH L,

OBENDIEXZBERUVIEFMERICOVWTHAGIZEIE. AFLGBAZICEREHEINT
WHEATBEICEANEHLE T HIEMAEE,

13



IR AN RS
BEIEREDi-Construction KE (AEXRBRXEE. EFE) RUBEHMARERD GBZE
TEERDERIZERE. REITERE. TOMKREDFEIZDOVVTHEIET S,

2) 5

IR B A
. . e, . i—~ConstructionKE (B X RBXEE. BFE) =
e an e [NABRTIRER REEDSY | o=
=8 THEROELE T HEY wel BEIEEL (MERY. SBEFEEY). 05
ERW. NBTOMERPBESE KEIERE, XRTOREEHY | T
] EI AN 0.0=

KWTORUFYLUORIZDONTIX, REDFEMIBEBEFZRELLLY,
XIehEpith 5 245 B GEZZARR) 1&1E. hEth A RER GEEZELR) . FKBLZEHEA. AHEE LS HERHN.
=EEERF. UATAZEBRA. A EE ST ERMRAESEEAEE T,
HKEDMRELIITETREZET,
¥ li-Construction K E (AL BEXEE. BFE) IOFHENRF. EX (T ALXEAREDBZEHBERORZITIETREIN-LDET D,

14



IBEEIE

Qi-Construction KE (A X XBREE.EBFE) L. BFE481BUFEO LA ER LY, @
E3FEROMEEENIYED S,

f51) R02.4.1~R03.31F T H29-H30-ROLFEIZHITAREELE

OBRIERE. XEIERE. TOMKREIL. EFESB1HUBROAER LY. B
SEMDHREENTYEDLS,
f51) R01.8.1~R02.7.31F T H29-H30-ROLFEIZHITAREELE
R02.8.1~R03.7.31F T H30-RO1-RO2EEIZHITIHREEE

Oi-Construction KE (A XBAXEE. BEFE) L. RELE-IEDODIEICELST . £
BESTHEIFETMNEIHEYT S,

OBERIZRE. TOMREIOVWTH. . RELLETIEOQIREICRYMAFTML. XE
TERE lii’*ELtIEODI*EI [Rod . £ ESTEITETINREFHET 5, F7-. 8
HORERENHLHEHEETH, FHERNFRELHIREICRY NS FFET S,

OXREIERE

BB THE(ZE ,%%:Iﬂkli,%,%:I:KI%,%E%LWU&OIE CHREMHET
E EBZENBEYMISZ)ODVWINHADIETREREDHIEE. £BESIIET
FHEE g5, 7=1=L. ;’%5’%51@»1%'6%%55%75%6%& ZE LT:IEO)I#E(:BEU
iS5,

15



2—4 BRELEBERLZES, BRIRI— BHRY1ZT

TARAI3—ND%EH

IDR AR ES
ZixBREEENHEEE. BERVAI—NIEEZR 1= 7IRI—ZLUZTIEDORT
HMETIZEWTERET AN DOWTHEZET 5,

2) 5
5+ fi75 B ST
UFOVThHEERE
_ |OmEEICEHFE LEEARHERTEERE
BRELEEESNEE (BB LESEREEE BR Opnvsrns 0 | 10K
BFOEEVRI-—X(FEF|(TRI—R(FEFE1=ZTIR OB 1—7vR4—2EE 108

CA1ZFRAA—DER S EUBTEOBRIEE | S S—
BiE LEE LSS, BRIRF—X
FRHS 2= FIRI—DERENL

XWTORUVZEBELATE, ZEEFHETE, BESTRLUNDIERICTONTIE, FHEREZRELELY

16



港湾５工種（通常版）





				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン

				登録海上起重基幹技能者、建設マスター又は建設ジュニアマスターの登用 トウロク カイジョウ オキ シゲル キカン ギノウシャ ケンセツ マタ ケンセツ トウヨウ		登録海上起重基幹技能者、建設マスター又は建設ジュニアマスターを当該工種の期間に配置 トウロク カイジョウ オキ シゲル キカン ギノウシャ マタ ケンセツ トウガイ コウシュ						以下のいずれかを配置
○船団長に登録海上起重基幹技能者を配置
○建設マスターを配置
○建設ジュニアマスターを配置 イカ ハイチ センダン チョウ カイジョウ オキ シゲル キカン ハイチ ケンセツ ハイチ ケンセツ		1.0点		1.0点

												登録海上起重基幹技能者、建設マスター又は建設ジュニアマスターの配置なし カイジョウ オキ シゲル キカン ケンセツ マタ ケンセツ		0.0点
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港湾５工種（通常版）



				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン

				作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有形態 ケイタイ						当該工事に使用する作業船を保有
登記簿の保有比率50%以上又は、海上保険証券の保険支払比率50%以上 トウガイ コウジ シヨウ		1.0点		1.0点

												当該工事に使用する作業船を保有
登記簿の保有比率20%以上50%未満又は、海上保険証券の保険支払比率20%以上50%未満 トウガイ コウジ シヨウ		0.5点

												当該工事に使用する作業船を保有
登記簿の保有比率20%未満又は、海上保険証券の保険支払比率20%未満 トウガイ コウジ シヨウ		0.25点

												保有していない		0.0点

						上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船の環境性能（注１）（注２）（注３）（注４） カンキョウ セイノウ チュウ チュウ チュウ						全ての原動機が環境性能を満足
出資比率が50%以上 スベ ゲンドウキ カンキョウ セイノウ マンゾク		1.0点		1.0点

												全ての原動機が環境性能を満足
出資比率が20%以上50%未満 スベ ゲンドウキ カンキョウ セイノウ マンゾク ヒリツ		0.5点

												全ての原動機が環境性能を満足
出資比率が20%未満		0.25点

												いずれかの原動機が環境性能を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない カンキョウ セイノウ		0.0点

						作業船の新造（注１）（注２）（注５） サギョウセン シンゾウ チュウ チュウ						自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する
出資比率が50%以上 ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク		1.5点		1.5点

												自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する
出資比率が20%以上50%未満		0.75点

												自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する
出資比率が20%未満		0.25点

												新造なし シンゾウ		0.0点
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港湾５工種（通常版）



				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準		配点 ハイテン

				施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点

												同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

												・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

				工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年又は10年間に完了した当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４） チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点

												平均点78点以上80点未満		2.5点

												平均点76点以上78点未満		2.0点

												平均点74点以上76点未満		1.5点

												平均点72点以上74点未満		1.0点

												平均点70点以上72点未満		0.5点

												平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点

												過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

				表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の優良工事表彰、安全工事表彰、又はその他表彰[過去３年間]
（注２）（注５）（注６）（注7） チュウ チュウ						優良工事表彰（局長表彰）あり		1.0点

												優良工事表彰（事務所長表彰）、安全工事表彰又はその他表彰あり マタ		0.5点

												表彰なし		0.0点

				技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注８） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注９） シカク チュウ		1.0点

												若手技術者を専任配置		0.5点

												若手技術者を専任配置なし		0.0点

				作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点

												持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点

												いずれの作業船も保有していない		0.0点

						上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注１０） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点

												いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点

				ICTの活用
（ICT活用計画） カツヨウ カツヨウ ケイカク		下記①～⑤の全ての段階で全面的にICTを活用する計画の有無
①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ICTを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 カキ スベ ダンカイ ゼンメン テキ カツヨウ ケイカク ウム ジゲン オ コウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン						①～⑤の全ての段階で全面的に活用する場合 スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ バアイ		2.0点

												①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない場合、もしくは活用しない場合 スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ ケイカク バアイ カツヨウ バアイ		0.0点





												評価基準		配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク

				経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点

												より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

												同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

				工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点

												78点以上80点未満		2.5点

												76点以上78点未満		2.0点

												74点以上76点未満		1.5点

												72点以上74点未満		1.0点

												70点以上72点未満		0.5点

												70点未満		0.0点

												65点未満		欠格 ケッカク

				表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点

												表彰なし		0.0点

				保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注１１） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		-

												１資格保有		1.0点

												資格なし		0.0点

				継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注１２） タンイ チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点

												加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点

												加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点

				技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		⑥

												換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=⑥×8.0/8.5



												評価基準

				災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１３）（注１４） チュウ						表彰あり

												協定あり

												表彰・協定なし

				ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１３）（注１４）（注１５） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ						表彰または４回以上の実績あり

												表彰なし及び実績が４回未満 オヨ

				管内実績		H14.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１３）						当該区域における施工実績あり（注１６） チュウ

												管内における施工実績あり

												実績なし

				地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計

												換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ







				安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。

				不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止となった場合、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。 バアイ

				工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。

						中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。

















































港湾５工種 (試行 技術者地域実績を評価)

				別紙　評価基準表【港湾５工種 ：技術者の地域実績評価あり】 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ コウワン コウシュ ヒョウカ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（作業船評価あり） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ						配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		9.0点		2.5点		2.5点		7.5点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点						0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年又は10年間に完了した当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４） チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点						2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点						2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点						1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点						1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点						0.5点

														平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点						0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の優良工事表彰、安全工事表彰、又はその他表彰[過去３年間]
（注２）（注５）（注６）（注7） チュウ チュウ						優良工事表彰（局長表彰）あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														優良工事表彰（事務所長表彰）、安全工事表彰、又はその他表彰あり		0.5点						0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注８） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注９） シカク チュウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点						0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点						0.0点

						作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点				-		-

														持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点						-

														いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

								上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注１０） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点				-		-

														いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①						②

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.0						a=②×8.0／7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		11.0点		2.5点		2.5点		10.5点		2.5点		2.5点		9.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点						2.5点						2.5点

														76点以上78点未満		2.0点						2.0点						2.0点

														74点以上76点未満		1.5点						1.5点						1.5点

														72点以上74点未満		1.0点						1.0点						1.0点

														70点以上72点未満		0.5点						0.5点						0.5点

														70点未満		0.0点						0.0点						0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注１１） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点		1.5点				-		1.0点				-		-

														１資格保有		1.0点						1.0点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注１２） チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点						0.0点						0.0点

						地域実績 チイキ ジッセキ		当該エリアにおける過去4年間の工事実績（注１３） チュウ						当該エリアにおいて、3件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.0点		2.0点				2.0点		2.0点				2.0点		2.0点

														当該エリアにおいて、1件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事、または、当該エリアにおいて、3件以上の工事で、担当技術者として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														当該エリアにおいて、3件未満の工事で担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③						④						⑤

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/11.0						b=④×8.0/10.5						b=⑤×8.0/9.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１４）（注１５） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１４）（注１５）（注１６） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H14.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１４）						当該区域における施工実績あり（注１７） チュウ		1.0点		1.0点

														管内における施工実績あり		0.5点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

														実績なし		0.0点								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				（注１８） チュウ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止となった場合、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。 バアイ												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）過去５年間に完了した当該工種の工事実績がある場合は、過去５年間の平均評定点で評価し、ない場合は過去１０年間の平均評定点で評価する。なお、過去１０年間の平均評定点を適用する場合、
　　　　記載の配点に０．５を乗じた値を工事成績の評価点とする。 チュウ

				（注４）「過去５年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H23～27年度、H29.6.1からはH24～28年度を指し、「過去１０年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H18～27年度、H29.6.1からはH19～28年度を指す。 チュウ

				（注５）「過去３年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H26～28年度、H28.8.1からはH27～29年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注６）その他表彰とは下請け表彰を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ サ

				（注７）優良工事表彰、その他表彰については、受賞した工事の工種に限り評価し、安全工事表彰は受賞した工事の工種に限らず全港湾５工種工事で評価する。また、複数の表彰実績がある場合でも、
　　　　評価点が最大となる１表彰に限り評価する。 チュウ アンゼン コウジ ヒョウショウ カギ コウワン コウシュ コウジ ヒョウカ

				（注８）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注９）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注１０）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、
　　　　　基準を満足していないものとみなす。

				（注１１）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１２）推奨単位に優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準単位とする。 スイショウ タンイ ショウメイ ショルイ バアイ タンイ

				（注１３）当該エリアは愛知県、三重県、静岡県とし、工事は、公共工事（自治体含む）・民間工事両方を対象とし、港湾関係か否かを問わない。また、元下問わず、１，０００万円以上の工事を対象とする。

				（注１４）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１５）「過去５年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H24～28年度、H29.8.1からはH25～29年度を指す。 チュウ

				（注１６）ボランティア活動とは、国又は地方公共団体（港湾管理者・自治会を含む）が主催又は後援する港湾・海岸に関するボランティア活動、中部地方整備局（港湾空港関係）がこれと同等と認めるボランティア活動を指す。 チュウ カツドウ サ

				（注１７）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。

				（注１８）JVで申請があった場合、各社の加算点にJVの出資割合を乗じた値の全社の合計値を評価対象の加算点とする。









港湾５工種（チャレンジ型）

				別紙　評価基準表【港湾５工種 ：チャレンジ型】 コウワン コウ タネ カタ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		4.0点		4.0点		5.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注２） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注３） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		3.0点		3.0点		5.0点		3.0点		3.0点		4.5点		3.0点		3.0点		4.0点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注４） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.0点		1.0点				-		0.5点				-		-

														１資格保有		0.5点						0.5点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注５） チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		②						③						④

														換算点b (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		b=②×5.0/5.0						b=③×5.0/4.5						b=④×5.0/4.0



				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:c カサン テン ショウケイ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				チャレンジ型 ガタ						(a+b)×10/10

						不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止となった場合、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。 バアイ												-2.0点				※加算点小計cは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点				（注６） チュウ

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点				加算点合計＝加算点小計c＋工事信頼度等小計d カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

				工事信頼度等小計 ショウケイ																d



				「評価対象資格数」については別記条件書による。 ヒョウカ タイショウ シカク スウ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注３）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注４）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注５）推奨単位に優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準単位とする。 スイショウ タンイ ユウリョウ ヒョウジュン ワ ダンタイ ショウメイ ショルイ バアイ ヒョウジュン タンイ

				（注６）JVで申請があった場合、各社の加算点にJVの出資割合を乗じた値の全社の合計値を評価対象の加算点とする。



【機密性２情報】		




港湾５工種以外

				別紙　評価基準表【港湾５工種以外】 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ コウワン コウシュ イガイ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		7.5点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年又は10年間に完了した当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４） チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点

														平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰、安全工事表彰、又はその他表彰[過去３年間]
（注２）（注５）（注６）（注7）						優良工事表彰（局長表彰）あり		1.0点		1.0点

														優良工事表彰（事務所長表彰）、安全工事表彰、又はその他表彰あり		0.5点

														表彰なし		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注８） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注９） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		7.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点

														76点以上78点未満		2.0点

														74点以上76点未満		1.5点

														72点以上74点未満		1.0点

														70点以上72点未満		0.5点

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点

						継続教育		ＣＰＤの単位取得状況（注１０） チュウ						加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上 タンイ タンイ トウ		0.5点

														加盟団体の推奨単位数未満 タンイ		0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１１）（注１２） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１１）（注１２）（注１３） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H14.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内の施工実績（注１４）						管内における施工実績あり カンナイ		1.0点		1.0点

														実績なし		0.0点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				（注１５） チュウ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		贈賄及び談合等により中部地方整備局管内で営業停止となった場合、又は贈賄及び談合等により中部地方整備局（港湾空港関係）から指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。 バアイ												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「総合評価の方式」については別記条件書による。 ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）過去５年間に完了した当該工種の工事実績がある場合は、過去５年間の平均評定点で評価し、ない場合は過去１０年間の平均評定点で評価する。なお、過去１０年間の平均評定点を適用する場合、
　　　　記載の配点に０．５を乗じた値を工事成績の評価点とする。 チュウ

				（注４）「過去５年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H23～27年度、H29.6.1からはH24～28年度を指し、「過去１０年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H18～27年度、H29.6.1からはH19～28年度を指す。 チュウ

				（注５）「過去３年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H26～28年度、H28.8.1からはH27～29年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注６）その他表彰とは下請け表彰を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ サ

				（注７）複数の表彰実績がある場合でも、評価点が最大となる１表彰に限り評価する。 チュウ

				（注８）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注９）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注１０）推奨単位に優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準単位とする。 スイショウ タンイ ユウリョウ ヒョウジュン ワ ダンタイ ショウメイ ショルイ バアイ ヒョウジュン タンイ

				（注１１）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１２）「過去５年間」とは、公告日がH29.7.31までは、H24～28年度、H29.8.1からはH25～29年度を指す。 チュウ

				（注１３）ボランティア活動とは、国又は地方公共団体（港湾管理者・自治会を含む）が主催又は後援する港湾・海岸に関するボランティア活動、中部地方整備局（港湾空港関係）がこれと同等と認めるボランティア活動を指す。 チュウ カツドウ サ

				（注１４）「中部地方整備局管内」とは、愛知、岐阜、三重、静岡、長野県南部、各県内の工事を指す。

				（注１５）JVで申請があった場合、各社の加算点にJVの出資割合を乗じた値の全社の合計値を評価対象の加算点とする。 シュッシ ワリアイ ジョウ アタイ ゼンシャ ゴウケイチ ヒョウカ タイショウ カサン テン









WLB段階選抜

				別紙　評価基準表【WTO　段階選抜（WLB試行）】 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ ダンカイ センバツ シコウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		8.0点		8.0点		15.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)において過去5年間又は10年に完了したの当該工種の工事の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３）（注４）（注５） マタ ネン カンリョウ コウジ チュウ チュウ チュウ						平均点80点以上		6.0点		6.0点

														平均点78点以上80点未満		5.0点

														平均点76点以上78点未満		4.0点

														平均点74点以上76点未満		3.0点

														平均点72点以上74点未満		2.0点

														平均点70点以上72点未満		1.0点

														平均点70点未満又は過去１０年間に実績がない カコ ネンカン		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						ワークライフバランス推進企業 スイシン キギョウ								次に示すいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等
（えるぼし認定企業等）（注６）
・次世代法に基づく認定
（くるみん・プラチナくるみん認定企業）（注７）
・若者雇用促進法に基づく認定
（ユースエール認定企業）（注８） チュウ チュウ チュウ		1.0点		1.0点

														認定を受けていない ニンテイ ウ		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計：a ショウケイ



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		9.0点		9.0点		15.0点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		4.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		6.0点		6.0点

														78点以上80点未満		5.0点

														76点以上78点未満		4.0点

														74点以上76点未満		3.0点

														72点以上74点未満		2.0点

														70点以上72点未満		1.0点

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計：b



						加算点合計＝小計a＋小計b　（注９） カサン テン ゴウケイ ショウケイ ショウケイ チュウ



				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当
　　　　する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務
　　　　所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）中部地方整備局(港湾空港関係)において過去５年間に完了した当該工種の工事実績がない場合、
　　　　10年間の平均評定点を適用する。 チュウブ チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ カコ ネンカン カンリョウ トウガイ コウ タネ コウジ ジッセキ バアイ ネンカン ヘイキン ヒョウテイ テン テキヨウ

				（注４）「過去５年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H23～27年度、H29.6.1からはH24～28年度を指し、
　　　　「過去１０年間」とは、公告日がH29.5.31までは、H18～27年度、H29.6.1からはH19～28年度を指す。 チュウ

				（注５）10年間の平均評定点を適用する場合、記載の配点に0.5を乗じた値を工事成績の評価点とする。 チュウ

				（注６）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成27年法律第64号）第9条に基づく基準に適合するものと
　　　　認定された企業（労働時間等の働き方に係る基準は満たすものに限る。）又は同法第８条に基づく一般事業主行
　　　　動計画（計画期間が満了していないものに限る。）を策定している企業（常時雇用する労働者の数が300人以下の
　　　　ものに限る。）という。 チュウ

				（注７）次世代育成支援対策推進法（平成15年法律第120号）第13条又は第15条の2に基づく基準に適合するものと認
　　　　定された企業をいう。 チュウ

				（注８）青少年の雇用の促進等に関する法律（昭和45年法律第98号）第15条に基づく基準に適合するものと認定された
　　　　企業をいう。 チュウ

				（注９）JVで申請があった場合、各社の加算点合計の平均点をJVの加算点とする。 チュウ シンセイ バアイ カクシャ カサン テン ゴウケイ ヘイキン テン カサン テン
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Sheet2

				■調査対象期間【改定前】 チョウサ タイショウ キカン カイテイマエ



				■調査対象期間【改定後】 チョウサ タイショウ キカン カイテイ ゴ



						（例）【参加資格要件】過去１５年に○○工事における施工実績があること レイ サンカ シカク ヨウケン カコ ネン コウジ セコウ ジッセキ

						　　　・当該期間中に育児休業を６ヶ月取得していた場合：過去１６年として取り扱う。 トウガイ キカン チュウ イクジ キュウギョウ ゲツ シュトク バアイ カコ ネン ト アツカ



工事実績における評価対象期間：１５年

出産・育児等
による休業

休業していた期間も評価対象期間に含む

工事実績における評価対象期間：１５年＋○年（休業期間は年単位で切り上げ）

出産・育児等
による休業

休業していた期間を年単位で切り上げしたうえで評価対象期間として追加

追加期間



Sheet1

														平成17年 ヘイセイ ネン												令和2年 レイワ ネン		競争参加資格確認
申請書の提出期限 キョウソウ サンカ シカク

														43191												43191

										過去 カコ																				現在 ゲンザイ

																														※出産等期間を確認できる資料とは、 シュッサン トウ キカン カクニン シリョウ

																														　 休業した期間が記載され証明を受けた書類を指す キュウギョウ キカン キサイ ショウメイ ウ ショルイ サ

						監理技術者Ａ氏 カンリ ギジュツシャ シ																								　 ・休業証明書 キュウギョウ ショウメイショ

						（出産等期間を確認出来る シュッサン トウ キカン カクニンデキ																								　 ・休業期間証明書

						資料を提出） テイシュツ																								 　・就労証明書

																														 　・就労状況申告書　等

						工事① コウジ

						工事② コウジ

						工事③ コウジ

						監理技術者Ｂ氏 カンリ ギジュツシャ シ

						（出産等期間を確認出来る シュッサン トウ キカン カクニンデキ

						資料を提出） テイシュツ

						工事① コウジ

						工事② コウジ

						工事③ コウジ

						監理技術者Ｃ氏 カンリ ギジュツシャ シ

						（出産等期間を確認出来る シュッサン トウ キカン カクニンデキ

						資料を提出） テイシュツ

						工事① コウジ

						工事② コウジ

						工事③ コウジ



標準の評価対象期間【過去15年間＋提出期限まで】

評価対象期間【過去16年間＋提出期限まで】

６ヶ月

１年分を遡り可能

評価対象期間【過去17年間＋提出期限まで】

２年分を遡り可能

６ヶ月

１年

２年

６ヶ月

合計　１年２ヶ月

●

●

●

■

■

●

■

●

■

●

■

実績として認定しない（評価対象期間前に完成）

実績として認定

実績として認定しない（評価対象期間後に引渡し）

実績として認定しない（評価対象期間前に完成）

実績として認定

実績として認定しない（評価対象期間後に引渡し）

●完成日

■引渡し日

出産等期間

施工実績に加算することが可能な期間

加算後の評価対象期間

評価対象期間【過去16年間＋提出期限まで】

６ヶ月

１年

●

●

●

■

■

■

実績として認定しない（評価対象期間前に完成）

実績として認定

実績として認定しない（評価対象期間後に引渡し）

６ヶ月

１年分を遡り可能

期間外の休職のためカウントしない

■
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災害協定一覧

				協定名称 キョウテイ メイショウ		内容 ナイヨウ		締結日 テイケツ ビ		締結者 テイケツ シャ

				災害発生時における緊急的な応急対策業務に関する包括的協定書		緊急的な災害対応業務の実施における災害時支援業務の実施に関する協定 カン キョウテイ		42458		中部地方整備局 副局長
静岡県代表者静岡県知事
愛知県代表者愛知県知事
三重県代表者三重県知事
名古屋港管理組合管理者愛知県知事
四日市港管理組合管理者三重県知事
（一社）日本埋立浚渫業協会中部支部長
中部港湾空港建設協会連合会会長
（一社）日本海上起重技術協会中部支部長
全国浚渫協会東海支部長
（一社）日本潜水協会会長
（一社）海洋調査協会会長
（一社）港湾技術コンサルタンツ協会会長 チュウブ チホウ セイビキョク フクキョクチョウ

				災害時又は事故発生時における中部地方整備局所管施設（港湾空港関係に限る）の緊急的な応急対策業務に関する協定書		地震・台風等の異常な自然現象等又は事故による
中部地方整備局（港湾空港関係に限る）所管施設における災害時又は事故発生時の緊急的な応急対策
業務の実施に関する協定 ジシン タイフウ トウ イジョウ シゼン ゲンショウ トウ マタ ジコ チュウブ チホウ セイビキョク コウワン クウコウ カンケイ カギ ショカン シセツ サイガイ ジ マタ ジコ ハッセイジ キンキュウ テキ オウキュウ タイサク ギョウム ジッシ カン キョウテイ		41723		中部地方整備局副局長
（一社）日本埋立浚渫業協会中部支部長
中部港湾空港建設協会連合会会長
（一社）日本海上起重技術協会中部支部長
全国浚渫協会東海支部長 チュウブ チホウ セイビキョク フクキョクチョウ

				災害時における伊勢湾浮体式係留施設の緊急出動業務に関する協定書 サイガイジ イセワン フタイ シキ ケイリュウ シセツ キンキュウ シュツドウ ギョウム カン キョウテイ ショ		地震・台風等による災害時の緊急時における支援
活動の一環として浮体式防災基地を出動する場合の、曳航、係留等出動業務の実施に関する協定 ジシン タイフウ トウ サイガイジ キンキュウ ジ シエン カツドウ イッカン フタイシキ ボウサイ キチ シュツドウ バアイ エイコウ ケイリュウ トウ シュツドウ ギョウム ジッシ カン キョウテイ		40360		中部地方整備局 副局長
（一社）日本埋立浚渫業協会中部支部長 チュウブ チホウ セイビキョク フクキョクチョウ

				申し合わせ（清水港） モウ ア シミズコウ		災害応急対策（調査・復旧・応援）の出動 サイガイ オウキュウ タイサク チョウサ フッキュウ オウエン シュツドウ		40269		清水港湾事務所長
清水港港湾建設工事安全協議会会長 シミズ コウワン ジム ショチョウ シミズ コウ コウワン ケンセツ コウジ アンゼン キョウギカイ カイチョウ

				申し合わせ（御前崎港） モウ ア オマエザキコウ		災害応急対策（調査・復旧・応援）の出動 サイガイ オウキュウ タイサク チョウサ フッキュウ オウエン シュツドウ		40269		清水港湾事務所長
御前崎港港湾建設工事安全協議会会長 シミズ コウワン ジム ショチョウ オマエザキコウ コウワン ケンセツ コウジ アンゼン キョウギカイ カイチョウ

				申し合わせ（下田港） モウ ア シモダ ミナト		災害応急対策（調査・復旧・応援）の出動 サイガイ オウキュウ タイサク チョウサ フッキュウ オウエン シュツドウ		40269		清水港湾事務所長
下田港港湾建設工事安全協議会会長 シミズ コウワン ジム ショチョウ シモダ コウ コウワン ケンセツ コウジ アンゼン キョウギカイ カイチョウ





資格一覧

						資格 シカク		適用工事　※２

				①		海上工事施工管理技術者：Ⅰ類「浚渫」 ルイ シュンセツ		海上工事のうち「浚渫」が含まれる場合に適用※４ シュンセツ フク バアイ テキヨウ

				②		海上工事施工管理技術者：Ⅱ類「コンクリート構造物」 コウゾウブツ		海上工事のうち「コンクリート構造物」が含まれる場合に適用※４ コウゾウブツ

				③		海上工事施工管理技術者：Ⅲ類「鋼構造物」 コウ		海上工事のうち「鋼構造物」が含まれる場合に適用※４ コウ

				④		空港工事施工管理技術者		空港工事の場合に適用

				⑤		舗装施工管理技術者		工事に舗装が含まれる場合適用

				⑥		コンクリート技士・コンクリート主任技士 シ		工事にコンクリートの施工が含まれる場合適用

				⑦		プレストレストコンクリート技士		工事にプレストレストコンクリートの施工が含めれる場合適用

				⑧		海洋・港湾構造物維持管理士		防波堤、岸壁等の改良工事に適用

				⑨		海洋・港湾構造物設計士		港湾施設及び海岸保全施設の構造物（岸壁、防波堤、堤防等）の建設又は改良等を行う工事に適用

				⑩		技術士　（建設－土質及び基礎）		地盤改良工等が含まれる場合に適用

						　　　　　 （総合監理－土質及び基礎）※１

				⑪		技術士　（建設－鋼構造及びコンクリ－ト）		鋼構造物製作、設置又はコンクリートの施工が含まれる場合適用

						　　　 　　（総合監理－鋼構造及びコンクリ－ト）※１

				⑫		技術士　（建設－河川、砂防及び海岸・海洋）		海岸保全施設の工事に適用

						　　　　　 （総合監理－河川、砂防及び海岸・海洋）※１

				⑬		技術士　（建設－港湾及び空港）		港湾施設、空港施設の工事に適用

						　　　　 　（総合監理－港湾及び空港）※１

				⑭		技術士　（建設－道路）		道路施設（道路橋含む）の工事に適用

						　　　　　 （総合監理－道路）※１

						※１　配置予定技術者の要件資格として申請する場合、評価の対象としない。

						※２　対象資格は、工事内容を考慮し工事毎に個別に設定される。

						※３　①～⑭以外の資格についても工事に有効な資格と判断される場合は、評価対象資格として設定される場合がある。

						※４　「浚渫」、「コンクリート構造物」、「鋼構造物」の内容については、別表のとおり。 シュンセツ コウゾウブツ コウ コウゾウブツ ナイヨウ ベツ ヒョウ





作業船一覧

				①ポンプ浚渫船 シュンセツ セン		⑨クレーン付台船 ツ ダイセン

				②グラブ浚渫船 シュンセツ セン		⑩杭打船 クイウ セン

				③バックホウ浚渫船 シュンセツ セン		⑪コンクリートミキサー船 フネ

				④リクレーマ船 フネ		⑫ケーソン製作用台船 セイサク ヨウ ダイセン

				⑤バージアンローダ船 フネ		⑬深層混合処理船 シンソウ コンゴウ ショリ フネ

				⑥空気圧送船 クウキ アッソウ セン		⑭サンドドレーン船 フネ

				⑦旋回起重機船 センカイ キジュウキ フネ		⑮サンドコンパクション船 フネ

				⑧固定起重機船 コテイ キジュウキ フネ





image1.emf

資格適用工事　※２


①海上工事施工管理技術者海上工事が含まれる場合に適用


②空港工事施工管理技術者空港工事の場合に適用


③舗装施工管理技術者工事に舗装が含まれる場合適用


④コンクリート技士・コンクリート主任技師工事にコンクリートの施工が含まれる場合適用


⑤プレストレストコンクリート技士工事にプレストレストコンクリートの施工が含めれる場合適用


⑥海洋・港湾構造物維持管理士防波堤、岸壁等の改良工事に適用


⑦


技術士　（建設－土質及び基礎）


　　　　　 （総合監理－土質及び基礎）※１


地盤改良工等が含まれる場合に適用


⑧


技術士　（建設－鋼構造及びコンクリ－ト）


　　　 　　（総合監理－鋼構造及びコンクリ－ト）※１


鋼構造物製作、設置又はコンクリートの施工が含まれる場合適用


⑨


技術士　（建設－河川、砂防及び海岸・海洋）


　　　　　 （総合監理－河川、砂防及び海岸・海洋）※１


海岸保全施設の工事に適用


⑩


技術士　（建設－港湾及び空港）


　　　　 　（総合監理－港湾及び空港）※１


港湾施設、空港施設の工事に適用


⑪


技術士　（建設－道路）


　　　　　 （総合監理－道路）※１


道路施設（道路橋含む）の工事に適用


※１　配置予定技術者としての要件資格に申請する場合、評価の対象としない。


※２　対象資格は、工事内容を考慮し工事毎に個別に設定される。


※３　①～⑪以外の資格についても工事に有効な資格と判断される場合は、評価対象資格として設定される場合がある。
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Sheet1

		若手技術者＋技術指導者を配置する際の参加要件、評価について ワカテ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ ハイチ サイ サンカ ヨウケン ヒョウカ

		【工事発注】 コウジ ハッチュウ				工事難易度Ⅰ～Ⅲ、３億円未満 コウジ ナンイド オクエン ミマン				工事難易度Ⅳ～Ⅵ、３億円以上 コウジ ナンイド オクエン イジョウ

		参加要件／評価 サンカ ヨウケン ヒョウカ		各項目 カク コウモク		若手監理技術者
　　　　　　＋技術指導者（非専任） ワカテ カンリ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ ヒ センニン				若手監理技術者
　　　　　＋技術指導者（専任） ワカテ カンリ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ センニン

						若手監理技術者 ワカテ カンリ ギジュツシャ		技術指導者（非専任）		若手監理技術者 ワカテ カンリ ギジュツシャ		技術指導者（専任）

		競争参加要件 キョウソウ サンカ ヨウケン		資格 シカク		◯				◯

				同種工事の施工実績による競争参加の確認 ドウシュ コウジ セコウ ジッセキ キョウソウ サンカ カクニン				◯				◯

		総合評価 ソウゴウ ヒョウカ		同種工事の施工実績による評価 ドウシュ コウジ セコウ ジッセキ ヒョウカ				◯				◯

				工事成績評定点による評価 コウジ セイセキ ヒョウテイ テン ヒョウカ				◯				◯

				表彰、継続教育学習 ヒョウショウ ケイゾク キョウイク ガクシュウ				◯				◯



		【業務発注】 ギョウム ハッチュウ

		参加要件／評価 サンカ ヨウケン ヒョウカ		各項目 カク コウモク		若手管理技術者
　　　　　　＋技術指導者（非専任） ワカテ カンリ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ ヒ センニン

						若手管理技術者 ワカテ カンリ ギジュツシャ		技術指導者（非専任）

		競争参加要件 キョウソウ サンカ ヨウケン		資格 シカク		◯

				同種工事の施工実績による競争参加の確認 ドウシュ コウジ セコウ ジッセキ キョウソウ サンカ カクニン				◯

		総合評価 ソウゴウ ヒョウカ		同種工事の施工実績による評価 ドウシュ コウジ セコウ ジッセキ ヒョウカ				◯

				工事成績評定点による評価 コウジ セイセキ ヒョウテイ テン ヒョウカ				◯

				表彰 ヒョウショウ				◯







Sheet2

				若手技術者＋技術指導者を配置する際の参加要件、評価について ワカテ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ ハイチ サイ サンカ ヨウケン ヒョウカ

										予定価格３億円未満 ヨテイ カカク オクエン ミマン				予定価格３億円以上 ヨテイ カカク オクエン イジョウ

				参加要件／評価 サンカ ヨウケン ヒョウカ		各項目 カク コウモク				若手主任（監理）技術者
　　　　　　＋技術指導者（非専任） ワカテ シュニン カンリ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ ヒ センニン				若手主任（監理）技術者
　　　　　＋技術指導者（専任） ワカテ シュニン カンリ ギジュツシャ ギジュツ シドウシャ センニン

										若手監理技術者 ワカテ カンリ ギジュツシャ		技術指導者（非専任）		若手監理技術者 ワカテ カンリ ギジュツシャ		技術指導者（専任）

				競争参加要件 キョウソウ サンカ ヨウケン		資格 シカク		参加資格 サンカ シカク		◯		◯		◯		◯

				総合評価 ソウゴウ ヒョウカ		同種工事の施工実績による評価 ドウシュ コウジ セコウ ジッセキ ヒョウカ		①経験 ケイケン				◯				◯

						同種工事の工事成績評定点による評価 ドウシュ コウジ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン ヒョウカ		②工事成績 コウジ セイセキ				◯				◯

						当該工種の優良工事技術者表彰（技術者） ギジュツシャ		③表彰 ヒョウショウ				◯				◯

						保有資格（評価対象資格の保有） ホユウ シカク		④保有資格 ホユウ シカク				◯				◯

						継続教育（ＣＰＤの単位取得状況） ケイゾク キョウイク		⑤継続教育 ケイゾク キョウイク				◯				◯

						地域実績（当該エリアにおける工事実績（試行工事）） チイキ ジッセキ トウガイ コウジ ジッセキ シコウ コウジ		⑥地域実績 チイキ ジッセキ				◯				◯



【機密性２】


予定価格３億円未満の工事（非専任）の場合は、
　「若手技術者」の実績で評価
　　①経験、④保有資格、⑤継続教育、⑥地域実績
　「技術指導者」で評価するのは、
　　②工事成績、③表彰（技術者）

予定価格が３億円以上の工事（専任）の場合は、
　「若手技術者」で評価
　　④保有資格、⑤継続教育
　「技術指導者」で評価するのは、
　　①経験、②工事成績、③表彰（技術者） 、⑥地域実績

※チャレンジ型の場合は、②工事成績及び③表彰（技術者）、⑥地域実績の評価項目が無いため、評価を行わない。
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		このシートは「【機密性２】」とページ右上部に表示されます。 キミツセイ ミギ ジョウブ ヒョウジ



【機密性２】




image1.emf

評価基準


より同種性の高い工事において、監理（主任）技


術者あるいは現場代理人として従事


2.5点


より同種性の高い工事において、担当技術者とし


て従事、または、同種性が認められる工事におい


て、監理（主任）技術者あるいは現場代理人とし


て従事


1.0点


同種性が認められる工事において、担当技術者と


して従事


0.0点


80点以上3.0点


78点以上80点未満2.5点


76点以上78点未満2.0点


74点以上76点未満1.5点


72点以上74点未満1.0点


70点以上72点未満0.5点


70点未満0.0点


65点未満欠格


表彰あり1.0点


表彰なし0.0点


２資格以上保有1.5点


１資格保有1.0点


資格なし0.0点


加盟団体の推奨単位数（優良単位（ユニット等））以上1.0点


加盟団体の推奨単位数（標準単位（ユニット等））以上0.5点


加盟団体の推奨単位数未満0.0点


当該エリアにおいて、3件以上の工事で、監理（主


任）技術者あるいは現場代理人として従事


2.0点


当該エリアにおいて、1件以上の工事で、監理（主


任）技術者あるいは現場代理人として従事、また


は、当該エリアにおいて、3件以上の工事で、担


当技術者として従事


1.0点


当該エリアにおいて、3件未満の工事で担当技術


者として従事


0.0点


小計


換算点b (換算点の配点合計は8.0点）


技術者の能力等得点


⑤


b=⑤×8.0/11.0


継続教育ＣＰＤの単位取得状況（注１１）1.0点


地域実績


当該エリアにおける過去


4


年間の工事


実績（注１２）


2.0点


1.5点


工事成績


表彰


中部地方整備局(港湾空港関係)の当


該工種の優良工事技術者表彰[過去３


年間]（注２）（注５）


評価項目配点（評価対象資格2資格以上）


技


術


者


の


能


力


等


経験


H15.4.1以降に完成・引渡しが完了した


同種工事の実績


(JVは出資比率20%以上)


2.5点


11.0点


1.0点


保有資格評価対象資格の保有（注１０）


同種工事の工事成績


[H15.4.1以降の全地方整備局･北海道


開発局･沖縄総合事務局(いずれも港


湾空港関係）の実績を対象とする]


3.0点
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技術者地域実績なし（港湾５工種）

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（作業船評価あり） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ						配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		9.5点		2.5点		2.5点		8.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点						0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去5年間又は10年の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） マタ ネン チュウ チュウ						過去5年の平均点80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														過去5年の平均点78点以上80点未満
/過去10年の平均点80点以上		2.5点						2.5点

														過去5年の平均点76点以上78点未満
/過去10年の平均点78点以上80点未満		2.0点						2.0点

														過去5年の平均点74点以上76点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		1.5点						1.5点

														過去5年の平均点72点以上74点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		1.0点						1.0点

														過去5年の平均点70点以上72点未満
/過去10年の平均点72点以上74点未満		0.5点						0.5点

														過去5年の平均点70点未満/過去10年の平均点72点未満/対象期間に実績がない		0.0点						0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						局長表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														事務所長表彰あり		0.5点						0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

								中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安全工事表彰又はその他表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		0.5点		0.5点				0.5点		0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注６） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注７） シカク チュウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点						0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点						0.0点

						作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点				-		-

														持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点						-

														いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

								上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注８） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点				-		-

														いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①						②

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.5						a=②



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		9.0点		2.5点		2.5点		8.5点		2.5点		2.5点		7.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点						2.5点						2.5点

														76点以上78点未満		2.0点						2.0点						2.0点

														74点以上76点未満		1.5点						1.5点						1.5点

														72点以上74点未満		1.0点						1.0点						1.0点

														70点以上72点未満		0.5点						0.5点						0.5点

														70点未満		0.0点						0.0点						0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注９） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点		1.5点				-		1.0点				-		-

														１資格保有		1.0点						1.0点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注１０） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③						④						⑤

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/9.0						b=④×8.0/8.5						b=⑤×8.0/7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１１）（注１２） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１１）（注１２） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H13.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１１）						当該区域における施工実績あり（注１３） チュウ		1.0点		1.0点

														管内における施工実績あり		0.5点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

														実績なし		0.0点								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。
　　　　なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。

				（注９）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１０）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注１１）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１２）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１３）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。











技術者地域実績あり（港湾５工種）

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（作業船評価あり） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ						配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		9.5点		2.5点		2.5点		8.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点						0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去４年間の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点						2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点						2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点						1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点						1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点						0.5点

														平均点70点未満又は対象期間に実績がない		0.0点						0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						局長表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														事務所長表彰あり		0.5点						0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

								中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安全工事表彰又はその他表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		0.5点		0.5点				0.5点		0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注６） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注７） シカク チュウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点						0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点						0.0点

						作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点				-		-

														持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点						-

														いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

								上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注８） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点				-		-

														いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①						②

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.5						a=②



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		11.0点		2.5点		2.5点		10.5点		2.5点		2.5点		9.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点						2.5点						2.5点

														76点以上78点未満		2.0点						2.0点						2.0点

														74点以上76点未満		1.5点						1.5点						1.5点

														72点以上74点未満		1.0点						1.0点						1.0点

														70点以上72点未満		0.5点						0.5点						0.5点

														70点未満		0.0点						0.0点						0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注９） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点		1.5点				-		1.0点				-		-

														１資格保有		1.0点						1.0点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注１０） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点						0.0点						0.0点

						地域実績 チイキ ジッセキ		当該エリアにおける過去4年間の工事実績（注１１） チュウ						当該エリアにおいて、3件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.0点		2.0点				2.0点		2.0点				2.0点		2.0点

														当該エリアにおいて、1件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事、または、当該エリアにおいて、3件以上の工事で、担当技術者として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														当該エリアにおいて、3件未満の工事で担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③						④						⑤

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/11.0						b=④×8.0/10.5						b=⑤×8.0/9.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１２）（注１３） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１２）（注１３） チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H13.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１２）						当該区域における施工実績あり（注１４） チュウ		1.0点		1.0点

														管内における施工実績あり		0.5点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

														実績なし		0.0点								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。
　　　　なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。

				（注９）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１０）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注１１）当該エリアは愛知県、三重県、静岡県とし、工事は、公共工事（自治体含む）・民間工事両方を対象とし、港湾関係か否かを問わない。また、元下問わず、１，０００万円以上の工事を対象とする。 チュウ トウガイ

				（注１２）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１３）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１４）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。











チャレンジ（港湾５工種）

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		4.0点		4.0点		5.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注２） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注３） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		3.0点		3.0点		5.0点		3.0点		3.0点		4.5点		3.0点		3.0点		4.0点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注４） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.0点		1.0点				-		0.5点				-		-

														１資格保有		0.5点						0.5点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注５） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		②						③						④

														換算点b (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		b=②×5.0/5.0						b=③×5.0/4.5						b=④×5.0/4.0



				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:c カサン テン ショウケイ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				チャレンジ型 ガタ						(a+b)×10/10

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				※加算点小計cは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点				加算点合計＝加算点小計c＋工事信頼度等小計d カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																d



				「評価対象資格数」については別記条件書による。 ヒョウカ タイショウ シカク スウ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注３）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注４）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注５）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ





【機密性２情報】		




港湾５工種以外

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		8.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去４年間の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点

														平均点70点未満又は対象期間に実績がない		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						局長表彰あり		1.0点		1.0点

														事務所長表彰あり		0.5点

														表彰なし		0.0点

								中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安全工事表彰又はその他表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		0.5点		0.5点

														表彰なし		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注６） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注７） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		7.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点

														76点以上78点未満		2.0点

														74点以上76点未満		1.5点

														72点以上74点未満		1.0点

														70点以上72点未満		0.5点

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注８） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		②

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=②×8.0/7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注９）（注１０） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注９）（注１０） チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H13.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内の施工実績（注１１）						管内における施工実績あり		1.0点		1.0点

														実績なし		0.0点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		③								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=③





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「総合評価の方式」については別記条件書による。 ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注９）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１０）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１１）「中部地方整備局管内」とは、愛知、岐阜、三重、静岡、長野県南部、各県内の工事を指す。











WLB段階選抜

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		8.0点		8.0点		15.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去5年間又は10年の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） マタ ネン チュウ チュウ						過去5年の平均点80点以上		6.0点		6.0点

														過去5年の平均点78点以上80点未満
/過去10年の平均点80点以上		5.0点

														過去5年の平均点76点以上78点未満
/過去10年の平均点78点以上80点未満		4.0点

														過去5年の平均点74点以上76点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		3.0点

														過去5年の平均点72点以上74点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		2.0点

														過去5年の平均点70点以上72点未満
/過去10年の平均点72点以上74点未満		1.0点

														過去5年の平均点70点未満/過去10年の平均点72点未満/対象期間に実績がない		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						ワークライフバランス推進企業 スイシン キギョウ								次のいずれかの認定を受けている企業
・えるぼし認定企業/くるみん、プラチナくるみん認定企業/ユースエール認定企業 ツギ ニンテイ ウ キギョウ ニンテイ キギョウ ニンテイ キギョウ ニンテイ キギョウ		1.0点		1.0点

														認定を受けていない ニンテイ ウ		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		5.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点						総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

														78点以上80点未満		2.5点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														76点以上78点未満		2.0点

														74点以上76点未満		1.5点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

														72点以上74点未満		1.0点

														70点以上72点未満		0.5点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/9.0





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。
　　　　なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。

				（注９）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１０）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注１１）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１２）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１３）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。











WLB段階選抜 (材料用)

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										配点 ハイテン

				企業の能力等		過去15年間の施工実績 カコ ネンカン セコウ ジッセキ								8.0点		15.0点

						工事成績 コウジ セイセキ								6.0点

						ワークライフバランス推進企業 スイシン キギョウ								1.0点

				技術者の能力等		経験								9.0点		15.0点

						工事成績 コウジ セイセキ								6.0点

						合計 ゴウケイ								30.0点
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【機密性２情報】		
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【機密性２情報】		
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技術者地域実績なし（港湾５工種）

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（作業船評価あり） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ						配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		9.5点		2.5点		2.5点		8.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点						0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去5年間又は10年の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） マタ ネン チュウ チュウ						過去5年の平均点80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														過去5年の平均点78点以上80点未満
/過去10年の平均点80点以上		2.5点						2.5点

														過去5年の平均点76点以上78点未満
/過去10年の平均点78点以上80点未満		2.0点						2.0点

														過去5年の平均点74点以上76点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		1.5点						1.5点

														過去5年の平均点72点以上74点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		1.0点						1.0点

														過去5年の平均点70点以上72点未満
/過去10年の平均点72点以上74点未満		0.5点						0.5点

														過去5年の平均点70点未満/過去10年の平均点72点未満/対象期間に実績がない		0.0点						0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						局長表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														事務所長表彰あり		0.5点						0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

								中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安全工事表彰又はその他表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		0.5点		0.5点				0.5点		0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注６） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注７） シカク チュウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点						0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点						0.0点

						作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点				-		-

														持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点						-

														いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

								上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注８） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点				-		-

														いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①						②

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.5						a=②



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		9.0点		2.5点		2.5点		8.5点		2.5点		2.5点		7.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点						2.5点						2.5点

														76点以上78点未満		2.0点						2.0点						2.0点

														74点以上76点未満		1.5点						1.5点						1.5点

														72点以上74点未満		1.0点						1.0点						1.0点

														70点以上72点未満		0.5点						0.5点						0.5点

														70点未満		0.0点						0.0点						0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注９） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点		1.5点				-		1.0点				-		-

														１資格保有		1.0点						1.0点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注１０） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③						④						⑤

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/9.0						b=④×8.0/8.5						b=⑤×8.0/7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１１）（注１２） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１１）（注１２） ヒョウショウ マタ ゼンネンド チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H13.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１１）						当該区域における施工実績あり（注１３） チュウ		1.0点		1.0点

														管内における施工実績あり		0.5点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

														実績なし		0.0点								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。
　　　　なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。

				（注９）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１０）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注１１）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１２）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１３）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。











技術者地域実績あり（港湾５工種）

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（作業船評価あり） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ						配点（作業船評価なし） ハイテン サギョウ セン ヒョウカ

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		9.5点		2.5点		2.5点		8.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点						0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去４年間の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点						2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点						2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点						1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点						1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点						0.5点

														平均点70点未満又は対象期間に実績がない		0.0点						0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						局長表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														事務所長表彰あり		0.5点						0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

								中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安全工事表彰又はその他表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		0.5点		0.5点				0.5点		0.5点

														表彰なし		0.0点						0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注６） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注７） シカク チュウ		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点						0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点						0.0点

						作業船の保有等 サギョウ セン ホユウ トウ		当該工事に使用する作業船の保有						持ち分比率50％以上のいずれかの作業船を保有		1.0点		1.0点				-		-

														持ち分比率50％未満のいずれかの作業船を保有		0.5点						-

														いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

								上記項目(当該工事に使用する作業船の保有）で評価した作業船に搭載されている原動機の窒素酸化物放出基準適合の有無（注８） チュウ						全ての原動機が窒素酸化物放出基準を満足 スベ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0.5点		0.5点				-		-

														いずれかの原動機が窒素酸化物放出基準を満足していない、または、いずれの作業船も保有していない		0.0点						-

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①						②

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.5						a=②



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		11.0点		2.5点		2.5点		10.5点		2.5点		2.5点		9.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点				3.0点		3.0点				3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点						2.5点						2.5点

														76点以上78点未満		2.0点						2.0点						2.0点

														74点以上76点未満		1.5点						1.5点						1.5点

														72点以上74点未満		1.0点						1.0点						1.0点

														70点以上72点未満		0.5点						0.5点						0.5点

														70点未満		0.0点						0.0点						0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク						欠格 ケッカク						欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注９） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.5点		1.5点				-		1.0点				-		-

														１資格保有		1.0点						1.0点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注１０） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点						0.0点						0.0点

						地域実績 チイキ ジッセキ		当該エリアにおける過去4年間の工事実績（注１１） チュウ						当該エリアにおいて、3件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.0点		2.0点				2.0点		2.0点				2.0点		2.0点

														当該エリアにおいて、1件以上の工事で、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事、または、当該エリアにおいて、3件以上の工事で、担当技術者として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														当該エリアにおいて、3件未満の工事で担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③						④						⑤

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/11.0						b=④×8.0/10.5						b=⑤×8.0/9.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注１２）（注１３） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注１２）（注１３） チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H13.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内(港湾空港関係)の施工実績（注１２）						当該区域における施工実績あり（注１４） チュウ		1.0点		1.0点

														管内における施工実績あり		0.5点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

														実績なし		0.0点								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		⑥

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=⑥





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。
　　　　なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。

				（注９）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１０）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注１１）当該エリアは愛知県、三重県、静岡県とし、工事は、公共工事（自治体含む）・民間工事両方を対象とし、港湾関係か否かを問わない。また、元下問わず、１，０００万円以上の工事を対象とする。 チュウ トウガイ

				（注１２）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１３）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１４）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。











チャレンジ（港湾５工種）

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		4.0点		4.0点		5.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注２） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注３） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ						配点（評価対象資格1資格） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク						配点（評価対象資格なし） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		3.0点		3.0点		5.0点		3.0点		3.0点		4.5点		3.0点		3.0点		4.0点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点						1.0点						1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点						0.0点						0.0点

						保有資格 ホユウ シカク		評価対象資格の保有（注４） ヒョウカ タイショウ シカク チュウ						２資格以上保有		1.0点		1.0点				-		0.5点				-		-

														１資格保有		0.5点						0.5点						-

														資格なし		0.0点						0.0点						-

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注５） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点				1.0点		1.0点				1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点						0.5点						0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点						0.0点						0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		②						③						④

														換算点b (換算点の配点合計は5.0点） ゴウケイ		b=②×5.0/5.0						b=③×5.0/4.5						b=④×5.0/4.0



				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン				総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:c カサン テン ショウケイ

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				チャレンジ型 ガタ						(a+b)×10/10

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				※加算点小計cは、少数２位四捨五入 ショウケイ

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点				加算点合計＝加算点小計c＋工事信頼度等小計d カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																d



				「評価対象資格数」については別記条件書による。 ヒョウカ タイショウ シカク スウ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注３）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注４）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注５）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ





【機密性２情報】		




港湾５工種以外

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		2.5点		2.5点		8.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去４年間の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） チュウ チュウ						平均点80点以上		3.0点		3.0点

														平均点78点以上80点未満		2.5点

														平均点76点以上78点未満		2.0点

														平均点74点以上76点未満		1.5点

														平均点72点以上74点未満		1.0点

														平均点70点以上72点未満		0.5点

														平均点70点未満又は対象期間に実績がない		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						表彰 ヒョウショウ		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						局長表彰あり		1.0点		1.0点

														事務所長表彰あり		0.5点

														表彰なし		0.0点

								中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の安全工事表彰又はその他表彰[過去３年間]（注２）（注５） チュウ チュウ						表彰あり		0.5点		0.5点

														表彰なし		0.0点

						技術者育成 ギジュツシャ イクセイ		若手技術者（申請時点で４０歳以下）を当該工事の期間に専任配置（注６） チュウ						若手技術者を専任配置+資格（注７） シカク チュウ		1.0点		1.0点

														若手技術者を専任配置		0.5点

														若手技術者を専任配置なし		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				技術者の能力等		経験		H13.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		7.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H13.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点

														78点以上80点未満		2.5点

														76点以上78点未満		2.0点

														74点以上76点未満		1.5点

														72点以上74点未満		1.0点

														70点以上72点未満		0.5点

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク

						表彰		中部地方整備局(港湾空港関係)の当該工種の優良工事技術者表彰[過去３年間]（注２）（注４） チュウ チュウ						表彰あり		1.0点		1.0点

														表彰なし		0.0点

						継続教育		ＣＰＤのユニット取得状況（注８） チュウ						加盟団体の推奨ユニット数（優良ユニット）以上		1.0点		1.0点

														加盟団体の推奨ユニット数（標準ユニット）以上		0.5点

														加盟団体の推奨ユニット数未満		0.0点

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		②

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=②×8.0/7.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン								総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

				地域精通度・貢献度等 チイキ セイツウ ド コウケンド トウ		災害協定		中部地方整備局管内(港湾空港関係)の災害協定の締結等の実績[過去５年間]（注９）（注１０） チュウ						表彰あり		2.0点		2.0点		4.0点				施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														協定あり		1.0点

														表彰・協定なし		0.0点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

						ボランティア		中部地方整備局管内(港湾空港関係)のボランティア表彰[過去５年間]、又は前年度のボランティア活動実績
（注９）（注１０） チュウ						表彰または４回以上の実績あり		1.0点		1.0点

														表彰なし及び実績が４回未満 オヨ		0.0点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

						管内実績		H13.4.1以降に完成・引渡しが完了した中部地方整備局管内の施工実績（注１１）						管内における施工実績あり		1.0点		1.0点

														実績なし		0.0点								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

						地域精通度等得点 チイキ セイツウ ド トウ トクテン								小計		③								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

														換算点c (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		c=③





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「総合評価の方式」については別記条件書による。 ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注９）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１０）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１１）「中部地方整備局管内」とは、愛知、岐阜、三重、静岡、長野県南部、各県内の工事を指す。











WLB段階選抜

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		施工実績 セコウ ジッセキ		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事の実績あり（注１） チュウ		8.0点		8.0点		15.0点

														同種性が認められる工事の実績あり		0.0点

														・実績なし
・対象工事が６５点未満 ジッセキ タイショウ コウジ テン ミマン		欠格 ケッカク

						工事成績 コウジ セイセキ		中部地方整備局(港湾空港関係)の過去5年間又は10年の当該工種の平均評定点
[500万円以上の工事]
（注２）（注３） マタ ネン チュウ チュウ						過去5年の平均点80点以上		6.0点		6.0点

														過去5年の平均点78点以上80点未満
/過去10年の平均点80点以上		5.0点

														過去5年の平均点76点以上78点未満
/過去10年の平均点78点以上80点未満		4.0点

														過去5年の平均点74点以上76点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		3.0点

														過去5年の平均点72点以上74点未満
/過去10年の平均点76点以上78点未満		2.0点

														過去5年の平均点70点以上72点未満
/過去10年の平均点72点以上74点未満		1.0点

														過去5年の平均点70点未満/過去10年の平均点72点未満/対象期間に実績がない		0.0点

														過去２年間の平均点が６５点未満 カコ ネン カン ヘイキンテン テン ミマン		欠格 ケッカク

						ワークライフバランス推進企業 スイシン キギョウ								次のいずれかの認定を受けている企業
・えるぼし認定企業/くるみん、プラチナくるみん認定企業/ユースエール認定企業 ツギ ニンテイ ウ キギョウ ニンテイ キギョウ ニンテイ キギョウ ニンテイ キギョウ		1.0点		1.0点

														認定を受けていない ニンテイ ウ		0.0点

						企業能力等得点 キギョウ ノウリョク トウ トクテン								小計 ショウケイ		①

														換算点a (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		a=①×8.0／9.5



				評価項目 ヒョウカ コウモク										評価基準		配点（評価対象資格2資格以上） ハイテン ヒョウカ タイショウ シカク シカク イジョウ

				技術者の能力等		経験		H14.4.1以降に元請けとして完成・引渡しが完了した同種工事の実績
(JVは出資比率20%以上)						より同種性の高い工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		2.5点		2.5点		5.5点

														より同種性の高い工事において、担当技術者として従事、または、同種性が認められる工事において、監理（主任）技術者あるいは現場代理人として従事		1.0点

														同種性が認められる工事において、担当技術者として従事		0.0点

						工事成績 コウジ セイセキ		同種工事の工事成績
[H14.4.1以降の全地方整備局･北海道開発局･沖縄総合事務局(いずれも港湾空港関係）の実績を対象とする]						80点以上		3.0点		3.0点						総合評価方式 ソウゴウヒョウカ ホウシキ						加算点小計:d カサン テン ショウケイ

														78点以上80点未満		2.5点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型						(a+b+c)×40/20

														76点以上78点未満		2.0点

														74点以上76点未満		1.5点								施工能力評価型（Ⅰ・Ⅱ型）
施工体制確認型以外 イガイ						(a+b+c)×30/20

														72点以上74点未満		1.0点

														70点以上72点未満		0.5点								施工能力評価型
（Ⅰ型・施工計画重視型）						a+b+c

														70点未満		0.0点

														65点未満		欠格 ケッカク								技術提案評価型（Ｓ型・非ＷＴＯ）

						技術者の能力等得点 ギジュツシャ ノウリョク トウ トクテン								小計		③								※加算点小計ｄは、少数２位四捨五入 ショウケイ

														換算点b (換算点の配点合計は8.0点） ゴウケイ		b=③×8.0/9.0





				評価項目 ヒョウカ コウモク																配点 ハイテン

				工事信頼度等		安全対策		中部地方整備局（港湾空港関係）の発注工事で、施工中の事故等により営業停止、指名停止、口頭注意又は文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点				加算点合計＝加算点小計ｄ＋工事信頼度等小計e カサン テン ゴウケイ カサン テン ショウケイ コウジ シンライド トウ ショウケイ

						不誠実な
行為		中部地方整備局管内で贈賄及び談合等により営業停止を受けた企業又は中部地方整備局（港湾空港関係）から贈賄及び談合等により指名停止、口頭注意、文書注意を受けた場合、減点する。												-2.0点

						工事信頼度		中部地方整備局（港湾空港関係）の工事において低入札を行った企業で、かつ当該工種の過去２年間の工事成績評定の平均点が70点未満（中部地方整備局（港湾空港関係）での実績がない場合は、工事成績評定の平均点を65点とみなす。）の場合、低入札工事の完了後2年間、減点する。												-1.5点

								中部地方整備局（港湾空港関係）における低入札工事の工事成績評定が70点未満の場合、低入札工事の完了後２年間、減点する。												-1.5点

				工事信頼度等小計 ショウケイ																e



				「作業船の評価の有無」、「評価対象資格数」、「総合評価の方式」については別記条件書による。 サギョウ セン ヒョウカ ウム ヒョウカ タイショウ シカク スウ ソウゴウヒョウカ ホウシキ ベッキ ジョウケンショ

				（注１）「より同種性が高い工事」とは、「同種工事」要件を満たし且つ、別記条件書の「より同種性が高い工事」に該当する工事を指す。 ガイトウ コウジ サ

				（注２）「中部地方整備局（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港部）、清水港湾事務所、名古屋港湾事務所、三河港湾事務所、四日市港湾事務所、名古屋港湾空港技術調査事務所を指す。

				（注３）「過去４年間」とは、公告日がH28.5.31までは、H23～26年度、H28.6.1からはH24～27年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注４）「過去３年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H25～27年度、H28.8.1からはH26～28年度を指す。 チュウ コウコク ビ サ

				（注５）その他表彰とは下請け表彰等を指す。 チュウ シタウ ヒョウショウ トウ サ

				（注６）専任する若手技術者は、「監理技術者」、「現場代理人」、「担当技術者」のいずれも可とする。

				（注７）「配置予定技術者と同等の資格」とは、別記条件書の「配置予定技術者の必須資格／若手の技術者の評価対象資格」に示す資格を指す。 ベッキ ジョウケンショ ヨテイ

				（注８）窒素酸化物放出基準は、「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」第19条の３、同施行令第11条の７　による。
　　　　なお同19条の６に定める「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、基準を満足していないものとみなす。

				（注９）評価対象資格は、別記条件書の「評価対象資格」に示す資格を指す。

				（注１０）推奨ユニットに優良、標準の分けのない団体の証明書類の場合、標準ユニットとする スイショウ ショウメイ ショルイ バアイ

				（注１１）「中部地方整備局管内（港湾空港関係）」とは、中部地方整備局（港湾空港関係）　及び愛知･三重･静岡各県内の港湾･海岸を指す。

				（注１２）「過去５年間」とは、公告日がH28.7.31までは、H23～27年度、H28.8.1からはH24～28年度を指す チュウ

				（注１３）当該区域は、愛知県・三重県で施工する工事は愛知県又は三重県、静岡県で施工する工事は静岡県とする。











WLB段階選抜 (材料用)

				別紙　評価基準表 ベッシ ヒョウカ キジュン ヒョウ

				評価項目 ヒョウカ コウモク										配点 ハイテン

				企業の能力等		過去15年間の施工実績 カコ ネンカン セコウ ジッセキ								8.0点		15.0点

						工事成績 コウジ セイセキ								6.0点

						ワークライフバランス推進企業 スイシン キギョウ								1.0点

				技術者の能力等		経験								9.0点		15.0点

						工事成績 コウジ セイセキ								6.0点

						合計 ゴウケイ								30.0点















Sheet2



				評価項目 ヒョウカ コウモク				評価基準		配点 ハイテン

				企業の能力等		ワークライフバランス推進企業		次に示すいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等（プラチナえるぼし・えるぼし認定企業等） ※１
・次世代法に基づく認定（くるみん（旧基準）・くるみん（新基準）・プラチナくるみん認定企業） ※２
・若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業） ※３ キュウキジュン シンキジュン		1.0点

								認定を受けていない ニンテイ ウ		0.0点



【機密性２情報】		
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【機密性２情報】		
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	１．総合評価落札方式について
	�　　総合評価による落札者の決定は、入札価格が予定価格の制限の範囲内にあるもののうち、　　�　評価値の最も高い者を落札者とする。 ����������������　　　・以下の条件を満たした者のうち、評価値が最も高い者を落札者とする。�  　　　　　入札価格≦予定価格�  　　　　　評価値≧基準評価値�　　　・評価値が最も高い者が２者以上あるときは、くじを引かせ落札者を決定する。� ��　
	�　　�     評価値の算出方法は以下のとおりとする。�　� �　　　　　　　　　　　技術評価点　　　　　標準点（基礎点）＋加算点＋施工体制評価点�　　　評価値　＝　　　　　　　　　　＝�　　　　　　　　　　　 入札価格　　　　　　　　　　　　　　　　　　入札価格��　　　標準点（基礎点）・・・要求要件を実現できると認められる企業に１００点を付与する。�　　　加算点　　　　　　・・・「企業の能力等」、「技術者の能力等」、「地域精通度・貢献度」、「施�　　　　　　　　　　　　　　　　工計画」、「技術提案」の項目で構成するもの。総合評価落札方式の�　　　　　　　　　　　　　　　　種別により、評価の対象とする項目、配点は異なる。�　　　施工体制評価点・・・施工体制に係る申請内容に応じ、最大３０点を付与。（ただし、予定�　　　　　　　　　　　　　　　  価格1,000万円以上の工事に限る。）���　
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	２．企業の能力等の評価
	　１）確認内容�　　　入札説明書において、同種性が認められる工事の実績の有無を確認する。なお、より同�　　種性が高い工事である場合は、加点評価する。（当該工事に使用する主作業船を使用した　�　　一次下請け実績の場合は、より同種を満たす実績であっても加点評価しない。）��　２）評価��　　�����������
	　３）留意事項�　　○全般�　　　・施工実績は、別記様式『同種工事の施工実績等』の「工事名称」、「発注機関名」、「契約�　　　　金額」、「工期」、「受注形態等」、「より同種性の高い工事の有無」、「工事概要」及び、根�　　　　拠として添付する資料で確認している。そのため、当該施工実績について的確に判断で�　　　　きる必要最小限の資料を添付すること。ただし、記載されたＣＯＲＩＮＳ登録番号に基づく�　　　　情報で、同種工事実績の内容が確認できる場合は資料の添付は不要。なお、記載根拠�　　　　が不明確な場合、評価しない。�　　　・別記様式に記載する施工実績は１件とする。入札説明書の「企業における同種工事の�　　　　施工実績」を複数設定している場合や、 建設共同企業体で申請する場合等、複数の工�　　　　事実績を申請する必要がある場合は、様式を複写して記載すること。��　　 ○受注形態�　　　・受注形態が甲型共同企業体の場合で、出資比率が２０％未満の場合は、欠格となる。�　　　　また、乙型共同企業体の場合、入札説明書の「企業における同種実績の施工実績」に�　　　　該当する施工を当該工事で担当していない場合、欠格となる。��    　○工事成績�　　　・申請した工事が、全地方整備局、北海道開発局、沖縄総合事務局の発注した工事（港�　　　　湾空港関係）である場合で、工事成績が６５点未満の場合、欠格となる。�
	　　○ 「企業における同種工事の施工実績」において元請け実績がない場合に、下請け実績�         を同種実績として認める。�　　　・港湾土木工事もしくは港湾等しゅんせつ工事の作業船を使用する工事（WTO以外）�　　　  について、当該工事の競争参加要件で求める「企業における同種工事の施工実績」に�        ついて、主作業船を使用した会社の元請け実績がない場合、企業の過去１５年間における�　　　  当局発注工事の主作業船を使用した一次下請けによる実績を認める。ただし、当該実績�　　　　が加点対象となる条件を満たす場合であっても、加点評価はしない。また、申請書に記載�　　　　した内容が確認できる根拠資料（施工体制台帳、下請け契約書等）については、必ず添付�　　　　の上、記載の根拠となる該当箇所には赤色アンダーライン等で明確にすること。記載根拠�　　　　が不明確な場合、評価しない。�         �　　　下請け実績を認める場合は以下のとおり�　　　　・一次下請けの企業として配置された場合。�　　　　・一次下請け実績の作業船と当該工事における主作業船が同じ。�　　　　・一次下請け実績で自社保有又は共同保有の主作業船を使用。��　　　下表に示す主作業船のうち当該工事で使用する船舶を対象（規格は問わない）とする。�
	　　○より同種性の高い工事の有無�　　　・ 「より同種性の高い工事」とは、「企業における同種工事の施工実績」要件を満たし、�　　　　かつ、別記条件書の「より同種性の高い工事」に該当する実績がある場合を指す。�　　　・施工実績として、より同種性の高い工事を申請する場合は、別記様式『同種工事の施工�　　　　実績等』の「より同種性の高い工事の有無」の項目について「有」を選択すること。 「無」�　　　　を選択、若しくは未記載、また一次下請けの実績の場合、「工事概要」及び根拠資料で�　　　　「より同種性の高い工事」であることが記載されていても、加点評価しない。��　　○工事概要�　　　・「工事概要」の記載は、 「企業における同種工事の施工実績」あるいは、「より同種性の�　　　　高い工事」が判断できる記載のみでよい。�　　　��　　　　　例） 「企業における同種実績の施工実績」　�　　　　　　　　以下に掲げる同種工事の実績を有すること。なお、（ア）と（イ）は同一工事でなくてもよい。�　　　　　　　　（ア）○○の製作実績�　　　　　　　　（イ）○○の据付実績�　　　　　　 　　「より同種性の高い工事」�　　　　　　　　●ｔ以上の○○の据付実績�　　　　　　　　　この場合、 「より同種性の高い工事」の評価を得るには、「○○の製作実績」と「●ｔ以上�　　　　　　　　　の○○の据付実績」の両方が必要。「●ｔ以上の○○の据付実績」のみの記載では、�　　　　　　　　　同種工事の実績要件を満たしていないため、欠格となる。�
	　１）確認内容�　　　中部地方整備局（港湾空港関係）において過去5年又は10年間に完了した当該工種の　�　　　工事の平均評定点を確認する。����　２）評価������������　
	　　３）留意事項�　　　○過去２年間の当該工種の平均評定点が６５点未満の場合、欠格となる。�　　　○毎年６月１日以降の公告分より、過去５年又は１０年の対象年度が切り替わる。�　　　　例）過去５年間�　　　　　　 　R01.6.1～R02.5.31まで　H26～30年度における工事成績の平均�　　　　　　　 R02.6.1～R03.5.31まで　H27～R01年度における工事成績の平均�　　　　　　  過去10年間�   　　　　　 　R01.6.1～R02.5.31まで　H21～30年度における工事成績の平均�　　　　　　　 R02.6.1～R03.5.31まで　H22～R01年度における工事成績の平均�　　�　　　○別記様式『当該工種の平均評定点』 の「成績評価対象期間」の選択項目「過去５年間�　　　　の工事実績あり」・「過去10年間の工事実績あり」 ・「過去10年間の工事実績なし」のい�　　　　ずれかに「○」をつけること。なお、どの項目にも「○」が無い場合、若しくは未記載の場�　　　　合、別記様式『当該工種の平均評定点』の提出があっても、「工事成績」については加�　　　　点評価しない。提出された内容は、当局データとの照合を行っているため、工事実績の�　　　　記載にあたっては、記入漏れ、記入間違いが無いか確認の上、提出すること。�　　　　�　　　○過去の工事実績及び工事成績点について不明な場合は、入札説明書に記載されて�　　　　いる担当部局に問い合わせすることが可能。�
	　１）確認内容�　　　過去３年間のi-Construction大賞（国土交通大臣賞、優秀賞）及び中部地方整備局（港湾�　 　 空港関係）の優良工事表彰、安全工事表彰、その他表彰の有無について確認する。���　２）評価��������　　　��　�   ��　　
	　　 ３）留意事項�　　　○i-Construction大賞（国土交通大臣賞、優秀賞）は、毎年４月１日以降の公告分より、過�　　　　去３年間の対象年度が切り替わる。�　　　　例） R02.4.1～R03.31まで　H29･H30･R01年度における表彰実績��　　　○優良工事表彰、安全工事表彰、その他表彰は、毎年８月１日以降の公告分より、過去�　　　　３年間の対象年度が切り替わる。�　　　　例） R01.8.1～R02.7.31まで　H29･H30･R01年度における表彰実績�　　　　　　  R02.8.1～R03.7.31まで　H30･R01･R02年度における表彰実績�   　�   　   ○i-Construction大賞（国土交通大臣賞、優秀賞）は、受賞した工事の工種に限らず、全�　　　　港湾５工種工事で加点評価する。��　　　○優良工事表彰、その他表彰については、受賞した工事の工種に限り加点評価し、安全�　　　 工事表彰は受賞した工事の工種に限らず、全港湾５工種工事で加点評価する。また、複�          数の表彰実績がある場合でも、評価点が最大となる１表彰に限り加点評価する。�　�　　　○安全工事表彰�　　　 ・港湾５工種（空港等土木工事、港湾土木工事、港湾等しゅんせつ工事、空港等舗装工�　　　　事、港湾等鋼構造物工事）のいずれかの工種で受賞実績のある場合、全港湾５工種で�　　　　評価する。ただし、港湾５工種以外で受賞実績がある場合、受賞した工事の工種に限り�　　　　評価する。
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	　１）確認内容�　　　対象工事で申請者が保有している作業船を使用する場合、作業船の保有形態、環境性�　　　能、新造について確認する。�　�　２）評価�������　�　　　����������
	�　　　　（注１）環境性能を満足する作業船とは「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律（昭和45年法律第�　　　　　　　　136号）」第19条の3に基づく「窒素酸化物の放出量に係る放出基準」（平成22年改正）を満足している�　　　　　　　　こととする。�　　　　（注２）「環境性能」と「新造」の重複した評価はしない。�　　　　（注３）平成22年改正前の「窒素酸化物の放出量に係る放出基準」を満足している作業船の申請について�　　　　　　　　は、配点に０．５を乗じた値を評価対象の加算点とする。�　　　　（注４）作業船に設置されたクレーン原動機や主発電機等の「全ての原動機製造後（新品取替）」及び「中古�　　　　　　　　船の買収」のみに関わる当該申請者の出資比率に応じた加算点とする。加点期間は、原動機製造�　　　　　　　　後（新品取替）15年、中古船については建造後15年とする。�　　　　（注５）平成22年7月以降に自ら「新造」したものを対象とし、新造のみに関わる当該申請者の出資比率に応�　　　　　　　　じた加算点とする。なお、加点期間は新造後15年とする。
	スライド番号 22
	　　○作業船の保有形態�　　　・「当該工事に使用する作業船の保有」については、「持ち分比率１００％のいずれかの作�　　　　業船を保有」、もしくは「持ち分比率１００％未満のいずれかの作業船を保有」の確認を�　　　　行う。そのため、作業船の共有及び持ち分（出資）比率が確認できる資料として、「登記�　　　　簿」や「海上保険証券」等の写しを、根拠資料として添付すること。�  　　・作業船を子会社が保有又は子会社と共有している場合は、親会社が子会社の株式を�　　　　保有していることを確認できる資料として「株主名簿記載事項証明書」等の写しを、根拠�　　　　資料として添付すること。��　　�������
	スライド番号 24
	　　○環境性能の高い作業船使用の有無�　　　・環境性能の高い作業船の使用を申請する場合は、別記様式『工事に使用する作業船に�　　　　ついて』の「環境性能の高い作業船使用の有無」の項目について、「有」を選択の上、�　　　　「作業船に設置された原動機一覧」について記載すること。なお、 「無」を選択、もしくは�　　　　未記載の場合、「作業船に設置された原動機一覧」の記載があっても加点評価はしない。�　　　・「環境性能」の評価は、作業船を所有するとともに 「窒素酸化物の放出量に係る放出基�　　　　準」（以下基準）を満足しているものを対象とし、作業船に設置されたクレーン原動機や�　　　　主発電機等の「全ての原動機製造後（新品取替）」及び「中古船の買収」のみに関わる�　　　　当該申請者の出資比率に応じた加算点とする。なお、平成22年改正前の基準を満足し�　　　　ている作業船の申請については、配点に0.5を乗じた値を加算点とする。��　　○作業船に設置された原動機一覧�　　　・環境性能達成の有無については、作業船に設置された原動機に対して発行される「国�　　　　際大気汚染防止原動機証書」にて判断するため、「作業船に設置された原動機一覧」に�　　　　記載した原動機各々に対する「国際大気汚染防止原動機証書」の写しと、それに伴う作�　　　　業船の写真（船名がわかるもの）や原動機の写真（形式番号がわかるもの）を添付する�　　　　こと。「国際大気汚染防止原動機証書」の提出がない場合は、加点評価しない。�　　　・工事に使用する作業船に設置された原動機一覧には、作業船建造時に設置された原動�　　　　機、もしくは建造時に設置された原動機を撤去した場合は、代替設置された原動機のす�　　　　べてを記載すること。なお、いずれかの原動機において、環境性能を達成（「海洋汚染等�　　　　及び海上災害の防止に関する法律第19条の3」に基づく「窒素酸化物の放出量に係る�　　　　放出基準」を満足しているもの）していない場合は、加点評価しない。
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	　１）確認内容�　　　ＩＣＴ活用対象工事で、①３次元起工測量、②３次元数量計算、③ICTを活用した施工、�　　　④３次元出来形測量、⑤３次元データの納品の全ての段階で全面的にＩＣＴを活用する�　　　計画があるかを確認する。�　　※なお、「③ICTを活用した施工」については、当該項目を含む試行工事の場合のみ�　　　 ①～⑤の段階全てにおいてICTを活用する場合に限り加点評価（ICT活用計画書に�　　　 ☑がある場合）する。��　２）評価�������　
	　　３）留意事項�　　○全般�　　　・ＩＣＴ活用工事については、発注者指定型と施工者希望型があり、「施工者希望型」につ�　　　 いて評価を行う。（発注者指定型は、ICTの活用を発注者が義務付けるものであり、申請　�　　　 者の提案によって評価に差が付くものでないことから、評価対象としない。）�　　　・ＩＣＴの活用については、別記様式『同種工事の施工実績等』の「ＩＣＴ活用の有無」及び、�　　　  別記様式『ＩＣＴ活用工事計画書』の全記載内容で確認している。�　　　・ＩＣＴの活用を申請する場合は、別記様式『同種工事の施工実績等』の「ＩＣＴ活用の有無」�　　　  の項目について、 「有」を選択の上、別記様式『ＩＣＴ活用工事計画書【浚渫工】』を作成す�　　　　ること。�　　　 「無」を選択、もしくは未記載の場合、別記様式『ＩＣＴ活用工事計画書【浚渫工】』の提出�　　　 があっても、加点評価はしない。�　　　・別記様式『ＩＣＴ活用工事計画書【浚渫工】』 の「□全て活用する」の項目において、☑が　�　　　　ない場合、「採用する技術番号」に技術番号・技術名の記載があっても加点評価はしな�　　　　い。�　　　・「ICT活用工事」の実施対象となる項目については、特記仕様書を十分確認のこと。
	３．技術者の能力等の評価
	スライド番号 31
	　３）留意事項�　　　○全般�　　　　・経験は、別記様式『主任（監理）技術者の資格・工事経験・継続教育（CPD）等』の「配置�　　　　予定技術者の従事役職・氏名・生年月日」、「法令による資格・免許」、「技術者における�　　　　同種工事」の内容、「申請時における他工事の従事状況」の内容及び根拠として添付する�　　　　資料で確認している。そのため、当該施工実績について的確に判断できる必要最小限の�　　　　資料を添付すること。ただし、記載されたＣＯＲＩＮＳ登録番号に基づく情報で同種工事実績�　　　　の内容が確認できる場合は資料の添付は不要。なお、記載根拠が不明確な場合、評価し�　　　　ない。また、申請書に未記載の場合、根拠資料に記載されていても、加点評価しない。� �　　　　・別記様式に記載する同種工事は１件とし、配置予定技術者の申請者数も１名までとする。�　　　　ただし、配置予定技術者に変更が生じた場合は、契約日から工事着手日の１週間前まで�　　　　の間であれば、当初申請した配置予定技術者と同等以上の技術者への変更措置を可とす�　　　　る。なお、変更する際は、変更する配置予定技術者が同等以上の能力を有するものである�　　　　と判断するための書類（元請企業との入札前３ヶ月以上の雇用証明、施工実績及び保有�　　　　資格等）を工事着手日の１週間前までに提出すること。��　　　　・申請者が甲型特定建設工事共同企業体である場合は、代表者以外の構成員の技術者�　　　　 についての書類を求めない。なお、契約後に当該技術者の資格の保有が要件を満たすこ�　　　　 とを証明する書類の提出を求め、資格の有無を確認する。�　　　　�　　　　・入札説明書の「企業における同種工事の施工実績」を複数設定している場合や、 建設共�　　　　同企業体で申請する場合等、複数の工事実績を申請する必要がある場合は、様式を複写�　　　　して記載すること。��　　　　　　
	　�　　　○受注形態�　　　　・受注形態が甲型共同企業体の場合で、出資比率が２０％未満の場合は、欠格となる。�　　　　また、乙型共同企業体の場合、入札説明書の「技術者における同種実績の施工実績」�　　　　に該当する施工実績を当該工事で担当していない場合、欠格となる。
	　　○ 「技術者における同種工事」において元請け実績がない場合に、下請け実績を同種実�　　　　績として認める。�　　　・港湾土木工事もしくは港湾等しゅんせつ工事の作業船を使用する工事（WTO以外）�　　　  について、当該工事の競争参加要件で求める「技術者における同種工事」について、�　　　　主作業船を使用した技術者の元請け実績がない場合、配置予定技術者の過去１５年間に�　　　　おける当局発注工事の主作業船を使用した一次下請けによる実績を認める。ただし、当該�　　　　実績が加点対象となる条件を満たす場合であっても、加点評価はしない。また、申請書に�　　　　記載した内容が確認できる根拠資料（施工体制台帳、下請け契約書等）については、必ず�　　　　添付の上、記載の根拠となる該当箇所には赤色アンダーライン等で明確にすること。記載�　　　　根拠が不明確な場合、評価しない。��         下請け実績を認める場合は以下のとおり�　　　　・一次下請けの主任技術者として配置された場合。�　　　　・一次下請け実績の作業船と当該工事で使用する主作業船が同じ。�　　　　・一次下請け実績で自社保有又は共同保有の主作業船を使用。��　　　下表に示す主作業船のうち当該工事で使用する船舶を対象（規格は問わない）とする。�
	　　○従事期間�           ・従事期間と工期が異なる場合は、工程表を添付し、従事期間を明確にすること。なお、�　　　　同種として設定した工種の実施期間に当該技術者が配置されていない場合は、欠格と�　　　　なる。　　��　　○より同種性の高い工事の有無�　　　　・「より同種性の高い工事」とは、「技術者における同種工事の施工実績」要件を満たし�　　　　かつ、別記条件書の「より同種性の高い」に該当する実績がある場合を指す。�　　　　・別記様式『主任（監理）技術者の資格・工事経験・継続教育（CPD）等』の「より同種性の�　　　　高い工事」の該当の有無において、「無」を選択、若しくは未記載、また一次下請けの実�　　　　績の場合、「工事概要」及び根拠資料で「より同種性の高い工事」であることが記載され�　　　　ていても、加点評価しない。�　　　　（提示する工事実績が「企業の同種工事と同様」の場合は除く）�　�　　○工事概要（同種、より同種の有無）�　　　　・「工事概要」の記載は、「技術者における同種工事の施工実績」あるいは、「より同種性�　　　　の高い工事」が判断できる記載のみでよい。�　　　�　　　　�
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	４．地域精通度・貢献度等の評価
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	５．工事信頼度等の評価
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	６．加算点の算出方法
	　   １） 「企業の能力等」の換算�　　　発注する工事内容により、「作業船の保有等及びＩＣＴの活用」�　　　の評価を行う場合と、行わない場合、また片方のみ評価を行う�　　　場合があるが、いずれの場合も「企業の能力等」の配点合計を�　　　８点換算し、「企業の能力等の換算点(ａ)」 を算出する。�　���　　�　　２）「技術者の能力等」の換算　�　　　発注する工事内容により、「保有資格」の�　　　評価対象資格数が異なり、また「地域実績」�　　　を設定する場合と、しない場合があるが、�　　　いずれの場合も「技術者の能力等」の配点�　　　合計を８点換算し「技術者の能力等の換算�　　　点(ｂ)」を算出する 。�����  　�　　
	　３） 「地域精通度・貢献度等」の算出�　　　発注する工事内容により、「災害時に対応できる作業船保有�　　　評価」を行う場合と、行わない場合があるが、いずれの場合�　　　も「地域精通度・貢献度等」の配点合計を４点換算し、「地域�　　　精通度・貢献度等の換算点(ｃ)」 を算出する。�　�　４）「加算点小計」の算出　�　　　１）～３）で算出した「企業の能力等の換算点(ａ)」、「技術者�　　　の能力等の換算点(ｂ)」、「地域精通度の点(ｃ)」の合計を総�　　　合評価方式別に換算を行い「加算点の小計(ｄ)」を算出する。���  　�　　���　５）「加算点合計」の算出�　　　４）で算出した「加算点の小計(ｄ)」に「工事�　　　信頼度等小計(ｅ)」を加え、加算点合計を�　　　算出する。�　　　∴　加算点の合計 ＝ d+e
	　１） 「企業の能力等」の換算�　　　発注する工事内容により、「ＩＣＴの活用」の評価を行う場合と、�　　　行わない場合があり、 「ＩＣＴの活用」の評価を行う場合は、�　　　「企業の能力等」の配点合計を５点換算し、「企業の能力等の�　　　換算点(ａ)」 を算出する。「ＩＣＴの活用」の評価を行わない�　　　場合は、 「企業の能力等」については換算は行わず、�　　　算出した合計点を換算点(ａ)とする。���　��　２）「技術者の能力等」の換算　�　　　発注する工事内容により、「保有資格」の評価対象�　　　資格数が異なり、いずれの場合も「技術者の能力等」�　　　の配点合計を５点換算し「技術者の能力等の�　　　換算点(ｂ)」を算出する 。��　
	　�　３） 「加算点小計」の算出�　　　１）～２）で算出した「企業の能力等の換算点(ａ)」、「技術者の能力等の換算点(ｂ)」の合計�　　　を「加算点小計(ｃ)」とする。�　　　（ｃ＝ａ＋b）�　　　※ １）～２）で算出するa～bについては、四捨五入を行わず、cについては、少数第２位四捨五入を行う。���　４）「加算点合計」の算出�　　　３）で算出した「加算点の小計(ｃ)」に「工事信頼度等小計(ｄ)」を加え、加算点合計を算出�　　　する。�　　　∴　加算点の合計 ＝ ｃ+ｄ
	　１） 「企業の能力等」の換算　�　　　「企業の能力等」の配点合計を８点換算し、�　　　「企業の能力等の換算点(a)」を算出する 。 �　　　（表　企業の能力等の算出参照）��　２）「技術者の能力等」の換算　�　　　「技術者の能力等」の配点合計を８点換算し、�　　　「技術者の能力等の換算点(ｂ)」を算出する 。 �　　　（表　技術者の能力等の算出参照）��　３） 「地域精通度・貢献度等」の算出�　　　 「地域精通度・貢献度等」については『６－１　加算点の算出方法�　　　（ＷＴＯ、チャレンジ型を除く）（港湾５工種）　 ３）「地域精通度・�　　　貢献度等」の算出』と同様��　４）「加算点小計」の算出�　　　「総合評価方式」別の換算については、『６－１　加算点の算出方法（ＷＴＯ、チャレンジ型�　　　を除く）（港湾５工種）　 ４）「加算点小計」の算出』と同様��　５）「加算点合計」の算出�　　　加算点合計の算出については、『６－１　加算点の算出方法（ＷＴＯ、チャレンジ型を除く）�　　　（港湾５工種）　５）「加算点合計」の算出』と同様��　�　　　�������  　�　　
	７．施工計画の評価
	　１）施工計画について�　　○施工計画は、仕様に基づき施工する上でどのような配慮点（注意点）が考えられるか【配�　　　慮事項】、その解決策として具体的にどのような施工（対策）を実施するか【具体的な施工�　　　計画】について記載する。�　　○【配慮事項】、【具体的な施工計画】のテーマは入札説明書の「施工計画」の指定に沿っ�　　　た内容を４つ記載すること。���
	　２）評価�　　・施工能力評価型（Ⅰ型）�　　　施工計画について「可」か「不可」のみを評価する。（加算点無し）�　　・施工能力評価型（Ⅰ型･施工計画重視型）�　　　施工計画について評価する　（加算点　20点）������������
	　３）留意事項�　　○４つの【配慮事項】、【具体的な施工計画】のうち、１つでも不可もしくは不適切と評価され�　　　た場合、欠格とする。なお、以下に該当する提案は、不可若しくは不適切と判断する�　　　・「関係法令を遵守していない」�　　　・「施工計画が白紙又は未提出」�　　　・「施工計画の内容が求めた要件と明らかに違う」�　　　・「施工計画の内容が明らかに特記仕様書を満足していない」�　　　・「その他実施してはならない事項について記載がある」�　　○ 【具体的な施工計画】は、特記仕様書、共通仕様書等の内容をそのまま記載しないこと。�　　　（特記仕様書、共通仕様書等の記載事項を実施する上で、どのような点に配慮し対応す�　　　　るかについて具体的に記載すること。）��　　　　例）安全監視船の配置が特記仕様書で記載されている場合。�　　　　　・工事安全のため安全監視船を配置する　・・・　×　（具体的な記載がない）�　　　　　・●●の際に、●●が懸念されるため、 ●●時は安全監視船で●●の対応を行う。�　　　　　　・・・　○　（具体的な記載がある）�　　○受注者の責により施工計画が履行できない場合は、「請負工事成績評定」の減点を行な�　　　う。減点の範囲は施工計画の内容に照らし、最大１０点減点とする。
	８．技術提案について
	　技術提案�　　技術提案は、当該工事で発生が懸念される（指定テーマに該当する）課題とその対応策を�　　提案するものである。��　１）指定テーマについて�　　　指定テーマは技術提案評価型（Ｓ型（チャレンジ型含む））の場合１テーマ、技術提案評価�　　　型（Ｓ型・ＷＴＯ）の場合、２テーマを設定する。なお、指定テーマを設定した理由について�　　　は「設定理由」として記載している。�　�　２）重要な項目について　�　　　１つの指定テーマに対して、特に重要と判断する項目「重要な項目①」を１つ設定している。�　　　また、「重要な項目①」に該当するもの以外で、指定テーマに関して効果の見込める提案�　　　を「重要な項目②」とする。�　�　３）提案数について�　　　技術提案は、「重要な項目①」に対して２提案、「重要な項目②」に対して１提案行うものと�　　　する。よって、技術提案評価型（Ｓ型（チャレンジ型含む） ）の場合、合計３提案、技術提案�　　　評価型（Ｓ型・ＷＴＯ）の場合、合計６提案行う。
	　４）技術提案書の記載方法
	　５）留意事項��　〇別記様式　　技術提案書（詳細）　の留意事項��　　　　「指定テーマ」及び「重要な項目」を踏まえた、「本工事の課題」で記載した課題の解決�　　　方策について、技術（工夫）の採用理由、提案内容の概要、見込まれる効果、実施方法�　　　（時期、範囲、手順など）等を具体的に記載すること。�　　　　・技術提案書（概要）に記載した内容と整合が取れていること。�　　　　・原則、１提案内で提案できる技術（工夫）は１つとする。　�　　　　　　 ただし、２つの技術（工夫）を組み合わせることで、技術提案の効果が高くなる場合　　　�　　　　　に限り、１提案内で提案できる技術（工夫）を２つとすることができる。なお、１提案内に�　　　　　技術（工夫）が３つ以上含まれると判断される場合は、記載順に２つ目までの技術（工�　　　　　夫）を評価し、３つ目以降の技術（工夫）は評価しない。　�　　　　　　 なお、評価対象とならなかった技術（工夫）についても実施義務が生じるので注意す�　　　　　ること。
	　　○評価しない提案内容�　　　・法令違反に該当するもの��　　　・特記仕様書の内容と異なるもの�　　　　※図面に記載された内容（参考図除く）も該当する。��　　　・指定された様式を外れて記載された部分のもの�　　　　（１提案につきＡ４で１枚、１０ポイントを外れる記載）��　　　・指定テーマ、重要な項目に即していないもの��　　　・「本工事の課題（別記様式４－２）」の内容に対し、提案内容が合っていないもの��　　　・同様の技術提案が複数回記載されている場合、評価された順で２回目以降のもの�　　　　※例）同様の技術（同じ技術）を場所や時期等を変えて提案１、提案２で記載した場合は、�　　　　　　　 提案１に記載された技術のみ評価する。��　　　・１提案内で記載順に３つ目以降の技術（工夫）��　　　・１提案内で記載順に２つ目の技術（工夫）において、１つ目の技術と組み合わせて効果�　　　　が高くなると認められない場合の２つ目以降の技術（工夫）��　　　�
	　　○評価しない提案内容�　　　・「オーバースペック等の理由により評価しない技術提案の事例」に該当するもの�　　　　※http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/file/content/file/190328_data3.pdf��　　　・特記仕様書、共通仕様書、請負工事積算基準、工事安全施工指針等に示すものと同等�　　　　のもの��　　　・他機関等との調整が必要となるもの�　　　　※海上保安部、港湾管理者、民間企業、漁業者等との調整、他工事との調整等��　　　・提案の実施により新たな課題が生じるが、その課題解決についての具体的な記載がな�　　　  いもの�　　　　※例えば、精度確保（品質管理）に関する提案する場合、当該技術提案を実施すると標�　　　　　　準案と比較し安全面で問題が発生する可能性があるが、その安全確保のための解�　　　　　　決策が同提案内で未記載の場合。��　　　・特記仕様書の工事内容に含まれない内容にかかるもの��　　　・その他、適切と認められないもの�
	９．その他
	　一括審査方式とは�　　受発注者双方の負担軽減を図るため、同一の申請書で複数の工事の審査を行う方式。�　　なお、一括審査方式となる工事案件は、入札公告、入札説明書に明記された案件に限る。�����������　留意事項�　　○単独工事、もしくは複数工事、いずれかを選択する事が可能。�　　○複数工事への申請する場合でも１件ごとに「競争参加資格確認申請書（別記様式－１）」�　　　の提出が必要。 なお、「競争参加資格確認申請書（別記様式－１）」に添付する書類（別�　　　記様式－２以降及び、根拠資料）については、当局が指定する工事にのみ共通の書類を�　　　添付すること。複数の異なる添付書類を提出した場合は、欠格となる。�　　○ＪＶで複数工事への参加の場合、同じ組み合わせでの申し込みが必要。工事毎に異なる�　　　組み合わせで申請した場合、欠格となる。�　　
	�　　○単独工事もしくは、複数工事のいずれかに関わらず、配置予定技術者の申請は１名�　　　とする。（複数工事の場合でも、それぞれに別の技術者を申請することは不可。）�         配置予定技術者を２名以上申請した場合、欠格とする。�　　○指定された開札順番で開札し、工事ごとに評価値の最も高い者を落札決定する。�　　○先の開札工事で落札決定となった場合は、以降の入札は無効扱いとなる。���　【参考】�　○一括審査方式の条件�　・支出負担行為担当官又は分任支出負担行為担当官が同一である工事�　・工事の目的・内容が同種の工事であり、技術力審査・評価の項目が同じ工事�　・工事種別及び等級が同じ工事�　・工事難易度が同じ工事�　・施工地域が近接する工事�　・入札公告、競争参加資格申請書等の提出、入札、開札及び落札決定のそれぞれについて　　　�　　同一日に行うこととしている工事�　・施工計画又は技術提案のテーマが同一となる工事
	�WLB推進企業の評価対象工事は、港湾土木工事（WTO政府調達協定対象事業）工事のうち、総合評価の段階選抜方式で実施する工事を対象とする。
	「ワークライフバランス推進企業」の評価�「ワークライフバランス推進企業」 については、以下の評価指標に基づき評価する。�������　　　�　　　※１ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成27 年法律第64 号）第9 条に基づく基準に適合する�　　　　　　　ものと認定された企業（労働時間等の働き方に係る基準は満たすものに限る。）�　　　　　　　又は同法第８条に基づく一般事業主行動計画（計画期間が満了していないものに限る。）を策定している企業�　　　　　　　（常時雇用する労働者の数が300 人以下のものに限る。）という。�　　　　※２ 次世代育成支援対策推進法（平成15 年法律第120 号）第13 条又は第15 条の2 に基づく基準に適合するもの�　　　　　　　と認定された企業をいう。�　　　　※３ 青少年の雇用の促進等に関する法律（昭和45 年法律第98 号）第15 条に基づく基準に適合するものと認定さ�　　　　　　　れた企業をいう。�　�　確認方法�　認定通知書の写し又は行動計画届出書（都道府県労働局の受領印付）の写しにより確認�　する。�
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